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二
三

が
、『
道
祖
問
答
』の
中
で
道
命
阿

梨
の
師
と
さ
れ
て
い
る
前
者
良
源

は
源
信
の
師
で
も
あ
る
。
源
信
は
良
源
が
ま
だ
天
台
座
主
と
な
ら
な
い

時
に
弟
子
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
作
中
で
座
主
と
な
っ
て
か
ら
の
弟
子

と
さ
れ
て
い
る
道
命
は
、
源
信
と
は
兄
弟
弟
子
と
は
い
え
ず
っ
と
後
輩

の
設
定
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
先
輩
の
兄
弟
子
と
は
い
え
、

式
部
の
寝
所
に
出
入
り
す
る
無
戒
の
比
丘
と
自
覚
し
て
い
る
道
命
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
翁
が
高
徳
有
名
な
僧
と
し
て
源
信
の
名
に
触
れ
た
と
き

に
、
道
命
は
余
計
不
快
に
な
っ
て
翁
の
言
葉
を
遮
っ
た
と
も
い
え
る
が
、

そ
の
道
命
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
右
引
用
の
文
言
は
、ま
さ
に
世
に「
本

覚
思
想
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も

と
よ
り
こ
の
文
言
と
て
多
く
は
芥
川
の
創
作
と
見
做
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
創
作
の
素
材
の
求
め
方
に
も
慎
重
で
あ
っ

た
芥
川
は
、
恐
ら
く
こ
の
道
命
の
口
吻
を
源
信
に
帰
せ
ら
れ
る
『
真
如

観
』
や
『
三
十
四
箇
事
書
』
な
ど
か
ら
借
用
し
つ
つ
創
り
出
し
た
の
で

は
な
い
か
と
私
に
は
感
じ
ら

2
）

れ
る
。
従
っ
て
、
一
箇
所
を
引
け
ば
充
分

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
些
か
感
じ
て
も
ら
う
だ
け
の

た
め
に
、
左
に
『
真
如
観
』
の

3
）

一
節
の
み
を
引
く
。

真
如
ノ
理
ト
云
ハ
、
広
ク
法
界
ニ
遍
ジ
テ
至
ラ
ヌ
処
ナ
ク
、
一
切
ノ
法

ハ
、
其
数
無
量
無
辺
ナ
レ
共
、
真
如
ノ
理
ヲ
離
タ
ル
者
ナ
シ
。
亦
万
法
ヲ

融
通
シ
テ
一
切
ト
ナ
セ
バ
、
万
法
一
如
ノ
理
ト
名
ク
。
サ
レ
バ
煩
悩
モ
即

菩
提
也
、
生
死
モ
則
法
身
也
、
悪
業
モ
即
解
脱
ナ
リ
。
サ
レ
バ
我
等
ガ
一

切
衆
生
ノ
身
ノ
中
ノ
、
煩
悩
業
苦
ノ
三
道
、
此
モ
仏
ノ
法
身
・
般
若
・
解

序

道
命
阿

梨
は
、
和
泉
式
部
と
夜
を
共
に
し
た
春
宵
の
ま
だ
一
番
鶏

も
鳴
か
な
い
刻
限
に
、
そ
っ
と
床
を
抜
け
出
し
て
、
式
部
の
寝
息
の
す

る
傍
ら
で
『
法
華
経
』
を
誦
し
始
め
る
。
す
る
と
、
翁
の
姿
に
身
を

し
た
道
祖
神
が
誦
経
の
お
礼
に
現
わ
れ
、
今
宵
に
限
っ
て
現
わ
れ
え
た

理
由
も
述
べ
る
が
、
翁
は
、
そ
の
理
由
に
多
少
不
機
嫌
に
な
っ
た
道
命

に
も
気
づ
か
な
い
様
子
で
、
更
に
語
り
続
け
る
。

「
さ
れ
ば
、
恵ゑ
心しん
の
御
房
も
、
念
仏
読
経
四
威
儀
を
破
る
事
な
か
れ
と

仰
せ
ら
れ
た
。
翁
の
果
報
は
、
や
が
て
御
房
の
堕
獄
の
悪
趣
と
思
召
さ

れ
、
向
後
は
…
…
」

こ
れ
を
怒
っ
て
遮
っ
た
道
命
は
、
恵
心
僧
都
源
信
の
考
え
に
で
も
同

ず
る
か
の
よ
う
に
、
翁
を
次
の
よ
う
に
叱
り
つ
け
る
。

「
よ
う
聞
け
よ
。
生
死
即
涅
槃
と
云
ひ
、
煩
悩
即
菩
提
と
云
ふ
は
、
悉

く
己
が
身
の
仏
性
を
観
ず
る
と
云
ふ
意こゝろぢ
や
。
己
が
肉
身
は
、
三
身
即
一

脱
ノ
三
徳
也
。
亦
是
法
報
応
ノ
三
身
也
。
我
等
ガ
身
ノ
中
、
三
道
既
ニ
三

身
ナ
レ
バ
、
我
等
則
仏
也
。
三
身
則
三
道
ナ
レ
バ
、
又
我
等
衆
生
也
。
如
レ

是
互
ニ
具
足
シ
テ
融
通
無
碍
ナ
ル
、
此
則
真
如
ノ
理
、
万
法
一
如
ノ
道
理

也
。
凡
カ
ヽ
ル
相
即
不
二
ノ
道
理
ハ
、
皆
是
レ
真
如
ノ
功
能
也
。

し
か
し
、
か
か
る
一
節
を
含
む
『
真
如
観
』
の
み
な
ら
ず
、『
三
十
四

箇
事
書
』
も
ま
た
、
鎌
倉
期
に
な
っ
て
か
ら
作
ら
れ
源
信
に
仮
託
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
後
代
の
「
本
覚
思
想
」
文
献
だ
と
い
う
の
が
今
日
の

学
界
の
定
説
で

4
）

あ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、「
本
覚
思
想
」は
、
源
信
よ

り
も
ほ
ぼ
一
世
紀
前
に
活
躍
し
た
安
然
に
お
い
て
既
に
明
確
な
形
で
表

現
さ
れ
台
頭
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
源
信
は
む
し
ろ
か
か
る
「
本
覚
思

想
」
の
隆
盛
に
危
惧
を
感
じ
て
『
大
乗
対
倶
舎
抄
』
を
六
十
代
で
著
わ

し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
考
え
ら
れ
る
の
で

5
）

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
極
め
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
著
作
も
、『
真
如
観
』や『
三
十
四
箇
事
書
』

な
ど
を
含
む
そ
の
後
の
「
本
覚
思
想
」
文
献
の
急
激
な
作
成
増
広
と
い

う
時
代
の
波
に
よ
っ
て
掻
き
消
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
源
信
自
身
が
比

較
的
若
い
四
十
代
半
ば
で
著
わ
し
た
『
往
生
要
集
』
の
方
が
、
い
よ
い

よ
末
法
到
来
と
い
う
世
相
と
も
マ
ッ
チ
し
て
、
大
い
に
流
行
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
『
大
乗
対
倶
舎
抄
』
の
述
作
の
真
意
を
覆
い
隠
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
源
信
が

四
十
代
で
西
方
極
楽
往
生
を
願
い
な
が
ら
「
二
十
五
三
昧
会
」
を
結
成

し
た
法
友
の
一
人
が
慶
滋
保
胤

よししげのやすたね
で
あ
り
、
こ
の
人
は
、
こ
れ
ま
た
芥
川

の
『
六
の
宮
の
姫
君
』
と
い
う
『
今
昔
物
語
』
に
素
材
を
求
め
た
、『
道

の
本
覚
如
来
、
煩
悩
業
苦
の
三
道
は
、
法
身
般
若
外
脱
の
三
徳
、
娑
婆
世

界
は
常
寂
光
土
に
ひ
と
し
い
。
道
命
は
無
戒
の
比
丘
ぢ
や
が
、
既
に
三
観

三
諦
即
一
心
の
醍
醐
味
を
味
得
し
た
。
よ
つ
て
、
和
泉
式
部
も
、
道
命
が

眼
に
は
麻ま
耶や
夫ふ
人にん
ぢ
や
。
男
女
の
交かう
会ゑ
も
万
善
の
功
徳
ぢ
や
。
わ
れ
ら
が

寝
所
に
は
、
久
遠
本
地
の
諸
法
、
無む
作さ
法ほつ
身しん
の
諸
仏
等
、
悉
く
影
顕
し
給

ふ
ぞ
よ
。
さ
れ
ば
、
道
命
が
住
所
は
霊りゆう
鷲じゆ
宝はう
土ど
ぢ
や
。
そ
の
方
づ
れ
如

き
、
小
乗
臭
糞
の
授
戒
者
が
、
妄
に
足
を
容
る
べ
き
の
仏ぶつ
国こく
で
な
い
。」

以
上
は
全
て
、
芥
川
龍
之
介
の
『
道
祖

1
）

問
答
』
か
ら
の
引
用
と
そ
れ

に
基
づ
く
要
約
に
よ
っ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
道
命
阿

梨
と
い

う
の
は
勿
論
芥
川
の
創
作
で
あ
る
も
の
の
、
作
中
で
彼
の
師
と
さ
れ
て

い
る
「
天
台
座
主
慈
恵
大
僧
正
」
す
な
わ
ち
良
源
（
九
一
二
｜
九
八
五
）

も
、
右
引
用
の
翁
の
語
り
の
中
で
「
恵
心
の
御
房
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
｜
一
〇
一
七
）
も
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
天
台
宗

の
法
灯
に
燦
然
と
輝
く
実
在
の
大
学
僧
で
あ
る
。
本
稿
は
、
後
者
の
著

わ
し
た
『
大
乗
対
倶
舎
抄
』
の
註
釈
的
研
究
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る

源
信
思
想
研
究

第
一
部：

『
大
乗
対
倶
舎
抄
』
の
註
釈
的
研
究

⑴
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ラ
や
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
を
支
配
し
た
〕
ク
シ
ャ
ー
ナ
王
朝
の
人
々
が
こ
の

論
典
を
「
聡
明
の
論
」
と
呼
ん
だ
の
は
ま
こ
と
に
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ

る
。〔
し
か
る
に
、〕私
は
、
大
乗
の
論
典
に
こ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
が
な

い
の
を
非
常
に
残
念
な
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。〔
あ
の

大
乗
の
論
典
と
し
て
名
高
い
玄

訳
の
〕『

伽
師〔
師
地
〕論
』〔
百
巻
〕

は
、
巻
数
も
多
く
文
義
も
長
く
、
私
ご
と
き
狭
隘
な
見
識
の
考
究
に
耐
え

る
も
の
で
は
な
く
、〔
あ
の
わ
ず
か
三
十
の
頌
で
著
わ
さ
れ
た
や
は
り
玄

訳
の
〕『
唯
識
〔
三
十
〕
論
〔
頌
〕』
は
、
語
彙
は
少
く
趣
旨
が
深
く

て
、
や
は
り
私
ご
と
き
浅
薄
な
知
識
の
探
究
に
堪
え
る
も
の
で
も
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、〔
私
は
〕
今
、
数
人
の
同
志
の
者
と
共
に
、『
倶
舎
論
』
中

の
本
頌
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
大
乗
の
論
典
よ
り
文
言
を
集
め
て
、〔『
倶

舎
論
』
の
〕
品
の
順
序
に
従
っ
て
そ
の
意
味
を
検
討
し
そ
れ
ら
の
異
同
を

明
瞭
に
示
す
よ
う
に
し
た
が
、〔
そ
の
著
作
が
こ
こ
に
〕
初
め
て
十
四
巻

の
も
の
と
し
て
完
結
し
た
。〔
こ
の
全
十
四
巻
中
〕
初
め
の
十
二
巻
は
大

乗
と
小
乗
と
が
共
に
認
め
て
い
る
教
義
で
あ
る
が
、
最
後
の
二
巻
は
純

然
た
る
大
乗
の
教
義
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。〔
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド

ゥ
の
『
倶
舎
論
』
中
の
〕
本
頌
〔
約
〕
六
百
頌
の
う
ち
、〔
大
乗
の
論
典

に
〕
対
応
す
る
も
の
を
見
出
し
え
た
も
の
は
五
百
余
頌
で
あ
っ
て
、〔
残

り
の
〕ま
だ
対
応
の
確
認
で
き
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
後

学
の
学
識
あ
る
も
の
に
そ
れ
を
果
し
て
も
ら
い
た
い
。

源
信
が
以
上
の
「
序
」
を
記
し
た
と
き
、
恐
ら
く
、
彼
の
座
右
か
念

頭
に
は
、
恐
ら
く
、
次
の
よ
う
な
『
婆
薮
槃
豆
法
師
伝
』
の

10
）

一
節
が
あ

祖
問
答
』よ
り
は
遙
か
に
知
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
作
品
の
中
で「
内

記
の
上
人
」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
法
師
の
こ
と
な
の
で

6
）

あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
源
信
に
ま
つ
わ
る
「
本
覚
思
想
」
や
「
往
生
思
想
」
の
こ

と
は
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
も
深
く
滲
透
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、『
大
乗
対
倶
舎
抄
』に
関
連
し
た
側
面

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
ら

7
）

れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
本
稿
は
、
先
に
簡
単
に
触
れ
て
お
い
た
ご
と
く
、
こ
の
『
大
乗

対
倶
舎
抄
』の
註
釈
的
研
究
を
通
し
て
、源
信
の
そ
の
述
作
動
機
を
徐
々

に
解
明
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
序
」
に
お
い
て
、

源
信
自
ら
が
述
べ
る
述
作
の
動
機
も
し
く
は
意
図
は
次
の
と
お
り
で

8
）

あ
る
。
引
用
に
当
っ
て
は
、
ま
ず
原
漢
文
を
掲
げ
、
次
に
そ
の
訓
読
書

き
下
し
と
拙
訳
と
を
並
記
し
て
お
く
。

大
乗
対
倶
舎
抄
序

倶
舎
論
者
、
三
蔵
玄
旨
、
六
足
明

也
。
三
十
軸
中
、
諸
法
体
用

凡
聖
因
果
尽
焉
。
月
支
、
呼
為
聡
明
論
、
良
有
以
哉
。
予
、
以
大
乗

論
、
無
如
此
者
、
為
恨
尚
矣
。

伽
論
者
、
巻
軸
多
、
文
義
広
、
殆

非
菅
見
之
所
究
。
唯
識
論
者
、
名
目
略
、
理
趣
奥
、
亦
非
膚
受
之
所

。
故
今
、
与
一
両
同
志
者
、
採
大
乗
論
文
、
対
倶
舎
本
頌
、
次
品

弁
義
、
顕
同
示
異
、
始
得
十
四
箇
巻
。
其
初
十
二
巻
、
大
小
共
許
法

門
、
後
二
巻
、
明
純
大
乗
法
。
本
頌
六
百
行
、
所
対
得
者
、
五
百
余

行
、
其
未
対
者
、
請
待
後
賢
。

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
真
諦
訳
と
伝
え
ら
れ
る
原
漢
文
を
、

こ
こ
で
は
訓
読
し
て
示
す
。

〔
婆
薮
槃
豆
（V

a
su
b
a
n
d
h
u

）〕
法
師
は
爾
後
更
に
正
法
を
成
立
し
、

先
ず
『
毘
婆
沙
（V

ibh
asa

）』
の
義
を
学
び
、
已
に
通
じ
て
後
、
衆
人

の
た
め
に
『
毘
婆
沙
』
の
義
を
講
じ
、
一
日
講
じ
て
は
即
ち
一

を
造
り

て
一
日
の
所
説
の
義
を
摂
し
、
赤
銅
の
葉
に
刻
み
て
以
っ
て
此
の

を

書
し
、
酔
象
の
頭
下
に
かか

げ
置
き
て
鼓
を
撃
ち
宣
令
す
る
に
、「
誰
か
人

あ
り
て
能
く
此
の

の
義
を
破
さ
ん
と
せ
ば
、
能
破
者
は
当
に
出
ず
べ

し
。」
と
。
此
の
如
く
次
第
し
て
六
百
余

を
造
り
て
『
毘
婆
沙
』
の
義

を
摂
す
。
一
々
を
尽
す
こ
と
皆
な
爾
る
も
遂
に
人
の
能
く
破
す
る
も
の

な
し
。
即
ち
是
れ
『
倶
舎
論〔

A
bh
id
h
arm

a
〕
kosabh

asya

）』
の

な

り
。

訖おわ
り
て
後
、五
十
斤
の
金
並
び
に
此
の

を
以
っ
て

賓
の
諸
の

毘
婆
沙
師
（V

a
ib
h
a
sik
a

）
に
寄
与
す
。
彼
れ
見
聞
し
大
い
に
歓
喜
し

て
謂おも
え
り
、「
我
が
正
法
已
に
広
く
弘
宣
せ
ら
れ
た
り
。
但
し

の
語
は

玄
深
に
し
て
尽
く
解
す
る
こ
と
能
わ
ず
。」
と
。
ま
た
、
五
十
斤
の
金
に

前
の
五
十
を
足
し
て
百
斤
の
金
と
為
せ
る
を
以
っ
て
法
師
に
餉おく
り
て
、

法
師
に
為
に
長
行
を
作
り
此
の

義
を
解
す
る
こ
と
を
乞
え
り
。
法
師

即
ち
長
行
を
作
り
て

を
解
し
、
薩
婆
多（

S
a
rv
a
stiv

a
d
a

）の
義
を
立

て
、
僻
処
あ
る
に
隨
っ
て
、
経
部（

S
a
u
tra
n
tik
a

）
の
義
を
以
っ
て
之

を
破
し
、
名
づ
け
て『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論（

A
bh
id
h
arm

a
kosabh

asya

）』

と
為
せ
り
。

ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
し
て
著
述
さ
れ
た
と
伝
え

于
時
寛
弘
乙
巳
歳
八
月
十
九
日

天
台
沙
門
源
信

『
倶
舎
論
』
は
、
三
蔵
の
玄
旨
、
六
足
の
明

な
り
。
三
十
軸
中
に
、

諸
法
の
体
用
、
凡
聖
、
因
果
を
尽
す
。
月
支
の
呼
び
て
聡
明
の
論
と
為
す

こ
と
良まことに
以ゆえ
あ
る
な
り
。
予
、
大
乗
の
論
に
此
の
如
き
も
の
無
き
を
以
て

恨
み
と
為
す
こ
と
尚
し
。『

述

伽
論
』
は
、
巻
軸
多
く
文
義
広
く
し
て
、

殆
ど
菅
見
の
究
む
る
と
こ
ろ
に
非
ず
。『
唯
識
論
』
は
、
名
目
略
く
理
趣

奥
く
し
て
、
亦
た
膚
受
の
さ

ぐ
る
と
こ
ろ
に
非
ず
。
故
に
今
、
一
両
の
同

志
の
者
と
、
大
乗
の
論
文
を
採
り
て
、『
倶
舎
』
の
本
頌
に
対
し
、
品
を

次
い
で
義
を
弁
じ
、
同
を
顕
わ
し
異
を
示
し
て
、
始
め
て
十
四
箇
の
巻
を

得
。
其
の
初
の
十
二
巻
は
大
小
共
許
の
法
門
に
し
て
、
後
の
二
巻
は
純
大

乗
の
法
を
明
か
す
。
本
頌
の
六
百
行
の
、
対
得
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
五

百
余
行
に
し
て
、
其
の
未
だ
対
せ
ざ
る
も
の
は
、
請
う
ら
く
は
後
賢
を
待

た
ん
。

〔
イ
ン
ド
の
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
（V

a
su
b
a
n
d
h
u

、
世
親
）
の
著
作
で
玄

訳
の
〕『〔
阿
毘
達
磨
〕
倶
舎
論
』
は
〔
仏
教
聖
典
の
集
積
で
あ
る
〕
三

蔵
の
深
奥
な
内
容
の
要
約
的
理
論
を

に

べ
た
も
の
で
あ
り
、〔
ア
ビ
ダ
ル

マ
の
伝
統
を
形
成
し
た
『
発
智
論
』
を
中
心
と
す
る
〕
六
論
典
を
照
し
出

9
）

す
鏡
で
あ
る
。
そ
の
全
三
十
巻
の
う
ち
に
は
、〔
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
〕
諸
法

そ

関
す
る
体
と
用
や
凡
人
と
聖
人
や
因
と
果
〔
な
ど
の
体
系
〕
が
全
て
網

羅
さ
れ
て
い
る
。〔

ダ

れ
ゆ
え
、
仏
教
の
一
大
中
心
地
で
あ
る
ガ
ン

究

ー

二
六

源
信
思
想
研

）

（
袴
谷

五
二

票



ら
れ
て
い
る
『
倶
舎
論
』
に
関
し
て
、
源
信
が
と
り
わ
け
注
目
し
た
の

が
、
長
行
（
散
文
）
に
よ
る
註
釈
の
本
を
な
し
て
い
る
所
謂
「
本
頌
」
六

〇
〇
余
頌
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
の
自
ら
の
「
序
」
の
記
す
と
お
り
で

あ
る
。
源
信
の
「
六
百
行
」
と
い
う
の
は
当
然
概
数
で
あ
る
が
、
現
在

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
を
含
め
た
『
倶
舎
論
』
諸
本
に
よ
り
、
そ
の

（
頌
）
数
を
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
平
川
彰
博
士
に
よ
れ
ば
、
玄

訳
本
で
は
六
〇
八

、
ゴ
ー
カ
ー
レ
本
で
は
六
一
三

、
プ
ラ
ダ
ン
本

で
は
五
九
八

と
算
出
さ
れ
て

11
）

い
る
。
次
に
、
そ
の
総

数
を
、
平
川

博
士
の
チ
ェ
ッ
ク
に
従
っ
て
、
各
品（
章
）ご
と
に
列
挙
し
て
み
る
前
に
、

当
然
の
常
識
と
し
て
承
知
し
て
お
い
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
と
思
う
の

で
、『
倶
舎
論
』
全
九
品
（
章
）
の
品
名
（
章
名
）
を
、
伝
統
的
な
内
容

網
格
の

12
）

理
解
を
踏
ま
え
な
が
ら
示
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

界
品

D
h
a
tu
-n
ird
esa

）第
一

諸
法
体

⎭ ⎬ ⎫
総
明

有
漏
無
漏

根
品

In
d
riy
a
-n
ird
esa

）第
二

諸
法
用

世
間
品

L
o
k
a
-n
ird
esa

）第
三

有
漏
果

業
品

K
a
rm
a
-n
ird
esa

）第
四

有
漏
因

⎭― ⎬ ―⎫
別
明

有
漏

⎭―――――― ⎬ ――――――⎫
明
諸
法
事

隨
眠
品

A
n
u
sa
y
a
-n
ird
esa

）第
五

有
漏
縁

賢
聖
品

M
a
rg
a
-p
u
d
g
a
la
-n
ird
esa

）第
六

無
漏
果

智
品

Jn
a
n
a
-n
ird
esa

）第
七

無
漏
因

⎭― ⎬ ―⎫
別
明

無
漏

定
品

S
a
m
a
p
a
tti-n

ird
esa

）第
八

無
漏
縁

破
我
品

P
u
d
g
a
la
-n
ird
esa

）第
九

釈
無
我
理

右
の
ご
と
き
整
然
た
る
体
系
の
も
と
に
示
さ
れ
る
全
九
品
の
内
容
網

格
が
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
義
の
伝
統
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
『
倶
舎
論
』
自

体
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
更
多
言
を
要
し
な
い
ほ
ど
周
知

の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、左
に
、平
川
博
士
が
算
出
表
示
さ
れ

13
）

た
表
に
従
っ

て
、
各
品
ご
と
の

（
頌
）数
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、

源
信
の
基
づ
い
た
も
の
が
玄

訳
で
あ
る
こ
と
を
重
ん
じ
て
、
平
川
博

士
が
最
下
段
に
示
し
た
玄

訳
本
の
そ
れ
を
、こ
こ
で
は
組
み
換
え
て
、

最
上
段
に
示
し
た
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

『
倶
舎
論
』
全
九
品

玄

訳
本

数

プ
ラ
ダ
ン
本

数

ゴ
ー
カ
ー
レ
本

数

界
品
第
一

四
七

四
八

四
八

根
品
第
二

七
四

七
三

七
三

世
間
品
第
三

一
〇
〇

一
〇
二

一
〇
二

業
品
第
四

一
三
一

一
二
七

一
二
七

隨
眠
品
第
五

六
九

七
〇

七
一

賢
聖
品
第
六

八
三

七
九

八
〇

智
品
第
七

六
一

五
六

五
六

定
品
第
八

四
三

四
三

四
三

破
我
品
第
九

一
三

合

計

六
〇
八

五
九
八

六
一
三

こ
こ
で
、
本
研
究
と
必
ず
し
も
直
接
関
連
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

ゴ
ー
カ
ー
レ
本
が
数
え
上
げ
て
い
る
「
破
我
品
」
の
一
三

に
つ
い
て

一
言
し
て
お
け
ば
、
平
川
博
士
は
こ
れ
を
ゴ
ー
カ
ー
レ
博
士
が
『
倶
舎

論
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら
抽
出
し
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
ゴ
ー
カ
ー
レ
博
士
が
基
づ
い
た
の
はk

a
rik
a

テ
キ
ス
ト
そ
の

も
の
で

14
）

あ
る
か
ら
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
伝
統
的
解
釈
で
は
「
破
我
品
」
中

の

を
「
本
頌
」
と
し
て
数
え
上
げ
な
い
の
が
正
統
的
で
あ
る
に
せ
よ
、

こ
れ
を
「
本
頌
」
に
含
め
る
よ
う
に
扱
う
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
の
系

統
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
件
は
さ
て
置
き
、
本
研
究
に
関
係
す
る
玄

訳
の「
本

頌
」
だ
け
に
つ
い
て
い
え
ば
、
平
川
博
士
の
算
出
さ
れ
た
全
六
〇
八

に
「
破
我
品
」
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
源
信
に
と
っ
て
も
同
じ
で

あ
る
が
、
ま
た
、
源
信
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
全
六
〇
八

中
に
、「
界
品
」

所
収
の
帰
敬
の
三

と
「
定
品
」
所
収
の
結
尾
の
四

、
計
七

は
含

ま
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
源
信
の
「
六
百
行
」
と
い
う
概
数

は
、七

を
引
い
た
六
〇
一

に
対
し
て
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

源
信
は
、
そ
の
「
序
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
当
初
は
六
〇
一

全
て
に
つ
い
て
そ
れ
と
対
応
の
大
乗
の
教
義
を
大
乗
の
論
典
よ
り
抜

粋
し
よ
う
と
計
画
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
百
近
く
の

に
つ
い
て
は
、

後
学
に
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
果
せ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
よ
う
な

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
註
釈
的
研
究
に
お
い
て
一
い

ち
指
摘
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
、
そ
の
註
釈
的
研

究
部
分
の
論
自
体
の
構
成
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
私
の
註
釈
の
仕
方
に
つ

い
て
簡
単
な
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
そ
の
構
成
は
、
源
信
の
「
序
」
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、

『
倶
舎
論
』
の
「
本
頌
」
に
基
づ
く
、
大
乗
と
小
乗
と
に
跨
が
る
教
義
を

扱
っ
た
前
半
の
一
二
巻
と
、
純
然
た
る
大
乗
の
教
義
を
扱
っ
た
後
半
の

二
巻
と
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
し
か
る
に
、
実
質
上
の
大
半
を
な
す
前

半
一
二
巻
に
つ
い
て
は
、『
倶
舎
論
』
の
「
破
我
品
」
を
除
く
残
り
八
品

に
従
っ
て
大
き
く
八
分
し
た
上
で
、「
本
頌
」の
各
頌
ご
と
に
中
間
の
区

切
り
を
入
れ
、
更
に
各
頌
下
の
引
用
ご
と
に
そ
の
長
短
に
関
係
な
く
細

分
を
重
ね
る
で
あ
ろ
う
。

源
信
の
こ
の
著
作
そ
の
も
の
は
当
時
の
我
が
国
の
学
僧
の
通
例
に
倣

い
原
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
本
註
釈
的
研
究
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
を

で
き
る
だ
け
省
略
す
る
た
め
、「
本
頌
」の
部
分
を
除
い
て
は
、
大
日
本

仏
教
全
書
本
を
底
本
に
し
て
、全
て
訓
読
書
き
下
し
文
で
示
す
。「
本
頌
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
解
を
多
角
的
に
な
さ
し
め
る
た
め
に
、
玄

訳

を
原
漢
文
の
ま
ま
で
示
し
た
後
に
、
真
諦
訳
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
を
順
次
に
示
し
、
更
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
を
中
心
に

し
た
拙
訳
を
示
す
。
そ
の
上
で
、
そ
の
「
本
頌
」
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
、「
本
頌
註
」と
し
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
こ
と
に
す
る
。

引
用
を
中
心
と
す
る
訓
読
書
き
下
し
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
引
用

文
を
含
む
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
の
訓
読
書
き
下
し
部
分
に
続
け
て
、
そ
の

引
用
の
現
存
典
拠
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
の
文
献
の
性
質
に
応
じ
、
こ

れ
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
の
あ
る
場
合
は
原
則
と
し
て
そ
れ
に
よ

り
、
な
い
場
合
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
っ
て
、
訓
読
書
き
下
し
部
分
相
応

二
八
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想
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箇
所
の
現
代
語
訳
を
施
す
。現
代
語
訳
に
当
っ
て
は
、特
に
術
語
に
限
っ

て
、
可
能
な
限
り
、
玄

訳
を
採
用
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
た
だ
し
、

現
存
典
拠
が
漢
訳
一
本
に
限
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
訓
読
書
き
下
し
以

外
の
試
み
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。
な
お
、
訓
読
書
き
下
し
文
中
に

お
い
て
カ
ッ
コ
内
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
原
漢
文
テ
キ
ス
ト
に
お

い
て
は
割
註
の
形
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
。
訓
読
書
き
下

し
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
袴
谷
憲
昭
・
荒
井
裕
明
校
註
『
大
乗
荘
厳
経

論
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
三
年
）
の
例
に
ほ
ぼ
従
う
。

更
に
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
訓
読
書
き
下
し
や
現
代
語
訳
の
後
に
、

説
明
を
必
要
と
す
る
語
句
や
内
容
に
対
し
て
は
、「
註
」を
加
え
、
そ
れ

以
外
は
、
次
の
「
本
頌
」
に
進
ん
で
改
ま
る
ま
で
は
、
こ
れ
ら
の
手
順

が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、
一
つ
の
「
本
頌
」
も
し

く
は
「
本
頌
」
群
に
最
終
的
に
一
区
切
り
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ

以
前
の
全
体
に
対
し
て
簡
単
な
「
解
説
」
を
施
す
。

註１
）

こ
れ
を
、
芥
川
研
究
の
最
も
新
し
い
権
威
あ
る
全
集
版
に
よ
っ

て
指
示
す
れ
ば
、
紅
野
敏
郎
・
海
老
井
英
次
・
石
割
透
編
集
、
芥
川

龍
之
介
全
集
（
全
二
四
巻
）、
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）、

六
七
｜
七
一
頁
、「
注
解
」、
三
〇
五
｜
三
〇
八
頁
、「
後
記
」、
三
六

五
｜
三
六
六
頁
が
あ
る
。
上
引
の
二
箇
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
れ
の
、

七
〇
頁
、
七
〇
｜
七
一
頁
に
よ
る
。

２
）

た
だ
し
、私
の
こ
の
想
定
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、芥
川
が（
伝
）

源
信
と
さ
れ
る
著
作
を
な
に
に
よ
っ
て
読
ん
だ
か
と
い
う
問
題
も
派

生
す
る
。
因
み
に
、
現
在
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
、
恵
心
僧
都
全
集

全
五
巻
、
比
叡
山
専
修
院
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
二
七
｜
一
九
二
八

年
、
一
九
七
一
年
複
刻
、
一
九
八
四
年
再
版
）
は
、
大
正
末
年
に
準

備
さ
れ
、
昭
和
の
始
め
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
芥
川
は

参
照
し
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
全
集
の
元
版
と
な
る
も
の
は
、

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』第
一
巻
、
二
四
一
頁
に
よ
れ
ば
、「
大
正
五
刊
、

昭
和
二
再
版
増
補
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
が
、大
正
五
年
ま
で
に
か
け
て
逐
次
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、

そ
の
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
真
如
観
』
は
、『
道
祖
問
答
』
を

大
正
五
年
に
執
筆
し
た
芥
川
に
よ
っ
て
、
充
分
参
照
可
能
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
線
が
強
ま
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
第
一
巻
の
み
な
ら
ず
こ
の
全
集
自
体
に
収
録
さ
れ
て
も
い
な
い

『
三
十
四
箇
事
書
』は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
外
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
る
に
、
こ
れ
に
「
注
解
」
を
施
し
て
い
る
酒
井
英
行
氏

に
は
、
作
品
中
の
道
命
の
発
言
の
背
景
を
全
体
的
に
探
ろ
う
と
す
る

意
識
は
な
い
の
で
、
箇
々
の
「
本
覚
思
想
」
的
用
語
を
バ
ラ
バ
ラ
に

説
明
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
「
注
解
」
中
「
七
〇
５
」

に
対
す
る
そ
れ
で
、
源
信
の
著
作
に
「
一
番
要
集
」
を
挙
げ
て
い
る

の
は
、
な
に
に
よ
っ
た
も
の
か
私
に
は
分
か
ら
な
い
。
源
信
の
『
一

乗
要
決
』
を
指
し
た
勘
違
い
な
の
か
と
も
思
う
。

３
）

こ
こ
で
は
、
よ
り
一
般
的
に
流
布
し
て
い
る
、
田
村
芳
朗
校
注

『
真
如
観
』（『
天
台
本
覚
論
』、
日
本
思
想
大
系
９
、
岩
波
書
店
、
一

九
七
三
年
）、
一
二
五
頁
に
よ
る
。

４
）

田
村
芳
朗『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九

六
五
年
）、
四
〇
二
｜
四
五
一
頁
、「
天
台
本
覚
思
想
の
文
献
」、
特
に

四
〇
三
頁
、
四
〇
九
｜
四
一
二
頁
参
照
。
な
お
、
文
献
を
含
む
「
天

台
本
覚
思
想
」
一
般
に
つ
い
て
は
、
田
村
芳
朗
「
天
台
本
覚
思
想
概

説
」『
天
台
本
覚
論
』（
前
掲
）、
四
七
七
｜
五
四
八
頁
参
照
。

５
）

源
信
の
師
で
あ
る
良
源
は
、「
叡
山
教
学
の
密
教
化
を
、
法
華
円

宗
に
ひ
き
も
ど
し
た
と
い
わ
れ
る
」（
田
村
上
掲
書
、
一
五
八
頁
）が
、

ア
ビ
ダ
ル
マ
の
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
『
大
乗
対
倶
舎
抄
』
を
著
わ

し
た
源
信
に
、
そ
の
師
の
志
を
嗣
ご
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
源
信
に
ほ
ぼ
一
世
紀

先
立
っ
て
活
躍
し
た
安
然
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
安
然
『
真

言
宗
教
時
義
』
の
「
本
迹
思
想
」」『
駒
沢
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第

三
一
号
（
二
〇
〇
三
年
三
月
刊
行
予
定
）
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

６
）

芥
川
前
掲
全
集
（
前
註
１
）、
第
九
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六

年
）、
一
七
三
｜
一
八
四
頁
、「
注
解
」、
三
三
八
｜
三
四
〇
頁
、「
後

記
」、
三
九
一
｜
三
九
二
頁
参
照
。

７
）

坂
田
良
弘『
恵
心
僧
都
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
三
八

年
）
は
、「
浄
土
思
想
」
の
解
明
と
い
う
主
旨
の
ゆ
え
の
当
然
の
帰
結

で
も
あ
ろ
う
か
、
源
信
研
究
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
大
乗
対
倶

舎
抄
』
へ
の
言
及
は
な
い
。
八
木
昊
惠
『
恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究
』

永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
二
年
）
で
は
、
四
一
五
｜
四
一
九
頁
の
「
性

相
学
関
係
」
の
項
な
ど
に
若
干
の
言
及
が
あ
る
。
ま
た
、
八
木
昊
惠

『
恵
心
教
学
史
の
総
合
的
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
）
で

は
、
恵
心
僧
都
全
集
、
全
五
巻
に
対
す
る
所
見
が
丁
寧
に
示
さ
れ
る

章
（
九
七
｜
一
九
三
頁
）
が
設
け
ら
れ
な
が
ら
、『
大
乗
対
倶
舎
抄
』

所
収
の
第
四
巻
に
対
す
る
所
見
が
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
に
も
、『
大
乗
対
倶
舎
抄
』の
従
来
の
取
り
扱
わ
れ
方
が
如
実
に

窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

８
）

大
日
本
仏
教
全
書
85（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
二
年
覆
刻
）、
一

頁
上：

恵
心
僧
都
全
集
、
第
四（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
一
年
複
刻
）、

一
頁
。

９
）

原
文
に
は
、
単
に
「
六
足
明

」
と
あ
る
の
み
で
、
文
字
ど
お

り
に
は「
六
足
の
手
本
」と
理
解
す
べ
き
か
と
も
思
う
が
、『
倶
舎
論
』

が
「
六
足
」
よ
り
後
代
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
文
献
成

立
史
を
優
先
さ
せ
て
訳
し
た
。
な
お
、
カ
ギ
カ
ッ
コ
内
に『
発
智
論
』

を
補
っ
た
の
は
、「
六
足
発
智
」と
い
う
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
伝
承
を
重

ん
じ
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
、「
六
足
発
智
」は
、
漢
訳
さ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、A

bh
id
h
arm

akosavyakh
ya,

W
o
g
ih
a
ra

 
ed
.,
p
.9,

ll.
11-15

で
は
、“a

n
y
e tu v

y
a
ca
k
sa
te
sa
stra

m
 
iti

 
Jn
a
n
a
p
ra
sth
a
n
a
m
.
ta
sy
a
 
sa
rıra

-b
h
u
ta
sy
a
 
sa
t
p
a
d
a
h
.

P
ra
k
a
ra
n
a
p
a
d
a
h

V
ijn
a
n
a
k
a
y
a
h

D
h
a
rm
a
sk
a
n
d
h
a
h

P
ra
jn
a
p
ti-sa

stra
m
D
h
a
tu
k
a
y
a
h
S
a
m
g
ıtip

a
ry
a
y
a
ity a

ta
s

 
ta
d
 
a
p
i
 
sa
stra

m
sa
n
u
c
a
ra
m
 
e
v
a
 
p
a
ra
m
p
a
ry
en
a

p
a
ra
m
a
rth
ik
a
b
h
id
h
a
rm
a
-p
ra
p
ta
y
e
 
sa
m
k
etik

o
’b
h
id
h
a
r-

m
a
 
ity
 
u
cy
a
te.

（
他
の
も
の
た
ち
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
論

典
と
い
わ
れ
る
の
は
『
発
智〔
論
〕Jn

an
aprasth

an
a

）』
の
こ
と
で

あ
り
、
主
要
本
体
で
あ
る
（sa

rıra
-b
h
u
ta

、「
真
実
の
主
要
本
体
な

る
」
と
訳
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
が
正
し

い
の
か
の
詮
索
は
し
な
い
）そ〔
の『
発
智
論
』〕に
は
、
六
つ
の
足〔
に

相
当
す
る
〕、『
品
類
足

論
）（P

rakaran
apad

a

）』と『
識
身

足
論
）

V
ijn
an
akaya

）』
と
『
法
蘊

足
論
）（D

h
arm

askan
d
h
a

）』
と
『
施

三
〇

源
信
思
想
研
究
（
袴
谷
）

二
九

源
信
思
想
研
究
（
袴
谷
）



設

足
）
論
（P

rajn
apti-sastra

）』
と
『
界
身

足
論
）（D

h
atu
kaya

）』

と
『
集
異
門
（
足
論
）（S

am
gıtiparyaya

）』
と
が
あ
る
、
と
い
う
わ

け
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
論
典
も
ま
た
、
付
属
的
な
も
の

を
伴
っ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

勝
義
的
な
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
獲
得
す
る
が
ゆ
え
に
、
世
俗
的
な
ア
ビ
ダ

ル
マ
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。）”

と
言
わ
れ
て
い
る
。

10
）

真
諦
訳『
婆
薮
槃
豆
法
師
伝
』、
大
正
蔵
、
五
〇
巻
、
一
九
〇
頁

中
。
こ
の
現
代
語
訳
に
は
、
三
枝
充
悳『
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
』（
人
類

の
知
的
遺
産
14
、
講
談
社
、
一
九
八
三
年
）、
一
八
｜
四
九
頁
が
あ
り
、

本
文
中
所
引
箇
所
対
応
の
訳
は
、
そ
の
四
二
｜
四
三
頁
に
当
る
の
で

参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
古
く
は
、J.T

a
k
a
k
u
su
(tr.),“T

h
e L

ife
 

o
f V

a
su
-b
a
n
d
h
u b

y P
a
ra
m
a
rth
a
”
(A
.D
.
499-569),

T
’on

g
 

pao

（
通
報
）,S

erie II.
V
o
l.
V
,
p
p
.
269-296,

p
.
620

が
あ
り
、

そ
の
対
応
箇
所
は
、p

p
.
287-288

で
あ
る
。
ま
た
、
極
最
近
刊
行
に

な
っ
た
、A

lb
ert

 
A
.
D
a
lia
(tr.),

“B
io
g
ra
p
h
y
 
o
f
 
D
h
a
rm
a

 
M
a
ster V

a
su
b
a
n
d
h
u
”,
L
ives of G

reat M
on
ks an

d
 
N
u
n
s,

B
D
K
 
E
n
g
lish T

rip
ita
k
a
76-III,

IV
,
V
,
V
I,
V
II,

N
u
m
a
ta

 
C
en
ter fo

r B
u
d
d
h
ist T

ra
n
sla
tio
n a

n
d R

esea
rch

,
2002,

p
p
.

29-53

で
は
、p

p
.
48-49

が
こ
れ
に
当
る
。

11
）

簡
単
な
算
出
に
つ
い
て
は
、A

k
ira H

ira
k
a
w
a
,
“In

tro
d
u
c-

tio
n
”

平
川
彰
・
平
井
俊
榮
等
『
倶
舎
論
索
引
』
第
一
部
（
大
蔵
出
版
、

一
九
七
三
年
）、p

p
.x
x
x
ii-x

x
x
iii

に
も
あ
る
が
、
よ
り
詳
し
く
は
、

平
川
彰
編
『
真
諦
訳
対
校

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』（
山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
九
八
年
）、「
は
し
が
き
」
ⅱ
｜
ⅳ
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
。

12
）

そ
の
代
表
的
な
も
の
に
は
、
普
光
の
『
倶
舎
論
記
』
が
あ
る
が
、

今
の
問
題
に
関
し
て
は
、
大
正
蔵
、
四
一
巻
、
一
頁
下
の
記
述
を
参

照
さ
れ
た
い
。

13
）

平
川
前
掲（
前
註
11
後
者
）、
ⅲ
頁
参
照
。
そ
こ
で
は
、
ゴ
ー
カ
ー

レ
本
、
プ
ラ
ダ
ン
本
、
玄

訳
の
順
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
中

で
も
断
っ
た
ご
と
く
、
本
研
究
は
、
玄

訳
を
中
心
と
す
る
た
め
、

本
文
中
の
図
の
よ
う
に
組
み
換
え
た
こ
と
を
諒
と
せ
ら
れ
た
い
。

14
）V

.
V
.G
o
k
h
a
le,“T

h
e T

ex
t o
f th

e A
b
h
id
h
a
rm
a
k
o
sa
k
a
-

rik
a
o
f
 
V
a
su
b
a
n
d
h
u
”,

T
h
e
 
Jou

rn
al
 
of
 
th
e
 
B
om
bay

 
B
ran

ch
,
R
oyal A

siatic S
ociety

”,
N
.
S
.,
V
o
l.
22
(1946),

p
p
.

73-102

のIn
tro
d
u
ctio

n
,p
.73

中
で
、
ゴ
ー
カ
ー
レ
教
授
御
自
身
が

述
べ
て
お
ら
れ
る
ご
と
く
、
そ
の
校
訂
本
は
、
五
〇
葉
中
の
、
実
質
、

四
四
葉
か
ら
な
る“th

e K
a
rik
a
tex

t”

の
写
本
写
真
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
完
全
に
一
致
す
る
か
ど
う
か
の
情
報
は
必
ず
し
も

明
白
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
写
本
に
つ
い
て
は
、R

a
h
u
la

S
a
n
-

k
rity

a
y
a
n
a
,
“S
a
n
sk
rit P

a
lm
-lea

f M
S
S
.in T

ib
et”,Jou

rn
al

 
of th

e B
ih
ar an

d
 
O
rissa R

esearch S
ociety,

V
o
l.
X
X
I,
P
t.

I
(1935),p

.37,X
X
,2.105.d

o
.,“S

eco
n
d S

ea
rch o

f S
a
n
sk
rit

 
P
a
lm
-L
ea
f M

S
S
.
in
 
T
ib
et”,

Jou
rn
al of

 
th
e
 
B
ih
ar
 
an
d

 
O
rissa

 
R
esearch

 
S
ociety,

V
o
l.
X
X
III,

P
t.
I
(1937),

p
.
54,

“M
S
S
.
P
h
o
to
g
ra
p
h
ed o

r co
p
ied
”,
S
u
b
ject 6

を
参
照
さ
れ
た

い
。
因
み
に
、
ゴ
ー
カ
ー
レ
本
が
独
立
の“th

e K
a
rik
a
tex

t”

の
写

本
写
真
に
基
づ
く
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
以
上
は
、
そ
こ
に
示
さ
れ

る「
破
我
品
」の

も
、『
倶
舎
論
』か
ら
の
抽
出
で
は
な
く
、別
途
に

テ
キ
ス
ト
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
改

め
て
考
慮
し
直
し
て
み
る
価
値
の
あ
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

註
釈
的
研
究

略
号
（
関
連
説
明
も
含
む
）

大
正
蔵

＝

大
正
新
脩
大
蔵
経

日
仏
全

＝

大
日
本
仏
教
全
書

恵
心
全

＝

恵
心
僧
都
全
集
（
一
九
二
七
年
初
版
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
七
一
年
複
刻
）、
全
五
巻

D
.
ed
.

＝

チ
ベ
ッ
ト
訳
大
蔵
経
デ
ル
ゲ
版
、
文
献
番
号
は『
西
蔵

大
蔵
経
総
目
録
』（
一
九
三
四
年
初
版
、
名
著
出
版
、

一
九
七
〇
年
復
刻
）に
よ
り
、
文
献
は
、
既
刊
の
も
に

に
つ
い
て
は
、
世
界
聖
典
刊
行
会
版
影
印
に
よ
り
、
そ

れ
以
外
は
、
台
北
版
影
印
に
よ
る

P
.
ed
.

＝

チ
ベ
ッ
ト
訳
大
蔵
経
北
京
版
、
文
献
番
号
は『
影
印
北

京
版
西
蔵
大
蔵
経
総
目
録
付
索
引
』（
鈴
木
学
術
財

団
、一
九
六
二
年
）
に
よ
り
、文
献
は
、同
影
印
に
よ
る

『

伽
論
』

＝

『

伽
師
地
論
』

『
集
論
』

＝

『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』

『
雑
集
論
』

＝

『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』

『
倶
舎
研

櫻
部
）』＝

櫻
部
建
著
『
倶
舎
論
の
研
究

界
・
根
品
』（
法
蔵
館
、

一
九
六
九
年
）

『
本
頌
研
』

＝

福
原
亮
厳
監
修
『
梵
本
蔵
漢
英
和
訳
合
璧

阿
毘
達

磨
倶
舎
論
本
頌
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
三

年
）（
本
書
、
二
六
｜
三
四
頁
に
は
「
日
本
の
倶
舎
論

研
究
」が
述
べ
ら
れ
、
研
究
史
上
の
重
要
な
学
者
と
し

て
源
信
に
も
簡
単
な
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、『
大

乗
対
倶
舎
抄
』へ
の
言
及
は
特
に
な
い
。
但
し
、
各「
本

頌
」
の
解
説
中
に
示
さ
れ
る
「
大
乗
」
と
い
う
項
目
に
、

あ
る
い
は
本
文
献
を
参
照
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
痕
跡
は
感
じ
ら
れ
る
。）

『
対
倶
舎
』

＝

平
川
彰
編
、
小
林
圓
照
・
沖
本
克
己
・
藤
田
正
浩
校
訂

『
真
諦
訳
対
校
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
第
一
巻
（
山
喜
房

仏
書
林
、
一
九
九
八
年
）（
現
在
、
第
三
巻
ま
で
刊
行

中
）

『
倶
舎
索
』

＝

平
川
彰
・
平
井
俊
榮
・
高
橋
壯
・
袴
谷
憲
昭
・
吉
津
宜

英
共
著
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
索
引
』
第
一
｜
三
部
（
大

蔵
出
版
、
一
九
七
三
｜
一
九
七
八
年
）

『

伽
索
』

＝

横
山
紘
一
・
廣
澤
隆
之
共
著
『
漢
梵
蔵
対
照

伽
師
地

論
総
索
引
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
六
年
）

『
雑
集
索
』

＝

佐
久
間
秀
範
著
『
タ
テ
ィ
ア
校
訂
版
『
阿
毘
達
磨
雑
集

論
』
梵
語
索
引
お
よ
び
コ
リ
ゲ
ン
ダ
』（
山
喜
房
仏
書

林
、
一
九
九
六
年
）

『
仏
解
辞
』

＝

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』（
大
東
出
版
、
第
一
｜
一
一
巻
、

一
九
三
三
｜
一
九
三
五
年
、第
一
二
、
一
三
巻
、一
九
七

五
｜
一
九
七
八
年
、
縮
刷
版
一
巻
本
、
一
九
九
九
年
）

『
唯
識
考
』

＝

袴
谷
憲
昭
『
唯
識
思
想
論
考
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇

一
年
）

A
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B
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＝
A
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id
h
arm

akosabh
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ra
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P
a
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＝
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a
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1957

（
な
お
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
含
ま
れ
な
い
箇
所

に
つ
い
て
こ
の
記
号
を
用
い
た
時
は
『

伽
師
地
論
』

の
原
典
形
態
を
指
向
し
た
場
合
で
あ
る
。）
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R
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大
乗
対
倶
舎
抄

第
一

尽
倶
舎
二

天
台
沙
門

源
信

撰

分
別
界
品
第
一

〔
本
頌

界
品
第

1
）

四
頌
〕

『
倶
舎
論
』
第
一
巻
に
云
わ
く
。「

2
）

何
の
法
を
か
名
づ
け
て
彼
の
簡
択

す
る
所
と
為
し
て
此
れ
に
因
り
て
仏
は
対
法
を
説
く
と
伝
ふ
る
や
。
頌

に
曰
く
。

有
漏
無
漏
法

除
道
余
有
為

於
彼
漏
隨
増

故
説
名
有
漏

」
と
。

本
頌
第
四
頌
真
諦
訳

有
流
無
流
法

有
為
除
聖
道

有
流
於
中
流

由
隨
増
眠
故

本
頌
第
四
頌
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

sa
sra

v
a
’n
a
sra

v
a
d
h
a
rm
a
h
sa
m
sk
rta

m
a
rg
a
-v
a
rjita

h
/

sa
sra

v
a
a
sra

v
a
s tesu

y
a
sm
a
t sa

m
a
n
u
sera

te
//4//

本
頌
第
四
頌
チ
ベ
ッ
ト
訳

za
g b

ca
s za

g p
a m

ed ch
o
s rn

a
m
s//

la
m
 
m
a g

to
g
s p
a
’d
u
s b
y
a
s rn

a
m
s//

za
g b

ca
s g
a
n
g p

h
y
ir d

e d
a
g la

//

za
g rn

a
m
s k

u
n tu rg

y
a
s p
a
r
’g
y
u
r//

本
頌
第
四
頌
和
訳

諸
法
と
は
有
漏

sa
sra

v
a

）と
無
漏

a
n
a
sra

v
a

）と
で
あ
る
。
道〔
諦
〕

の
除
外
さ
れ
た
有
為

sa
m
sk
rta

）が
有
漏
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ

れ
ら〔
の
有
漏
法
〕に
お
い
て
は
、
諸
漏
が
隨
増
す
る

sa
m
a
n
u
sera

te

）

か
ら
で

3
）

あ
る
。

本
頌
註

１
）帰
敬
頌
に
相
当
す
る
玄

訳
の
界
品
第
一
｜
三
頌
は
略
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
界
品
第
四
頌
が
実
質
上
の
「
界
品
」
の
始
ま
り
を
示
す
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
源
信
の
こ
の
処
置
は
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
る
。

２
）

大
正
蔵
、
二
九
巻
、
一
頁
中
｜
下
に
当
る
文
を
指
す
。

３
）『
倶
舎

論
』
の
、
と
り
わ
け
「
界
品
」「
根
品
」
に
関
し
て
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
原
典
で
あ
るA

K
B
h

刊
行
の
一
九
六
七
年
以
降
に
お
い
て
は
、
特
に

秀
れ
た
研
究
業
績
が
公
け
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど

で
あ
る
が
、
出
典
や
解
釈
等
に
関
し
て
も
、
全
て
そ
れ
ら
に
譲
る
こ
と

が
で
き
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
必
要
な
検
索
参
照
を
も
全
て
可
能

に
す
る
極
基
本
的
な
研
究
文
献
を
記
す
に
止
め
、
か
か
る
処
置
は
、
こ

れ
以
下
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
こ
の
第
四

頌
お
よ
び
そ
の
註
釈
に
関
し
て
は
、『
本
頌
研
』、
八
二
｜
八
三
頁
、『
対

倶
舎
』
第
一
巻
、
五
｜
六
頁
、『
倶
舎
研
（
櫻
部
）』、
一
四
一
｜
一
四
二

頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

対
本
頌
弁
義
訓
読
書
き
下
し

対
え
て
曰
わ
く
。『

伽
論
』
第
一
百
巻
に
云
わ
く
。「

1
）

復
た
二
品
有

り
て
一
切
法
を
摂
す
。
一
に
は
有
漏
法
、
二
に
は
無
漏
法
な
り
。」と
。

註

１
）玄

訳
『

伽
論
』
巻
第
一
百
、
大
正
蔵
、
三
〇
巻
、
八
八

一
頁
中
。
こ
れ
に
対
応
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
玄

訳
と
同
じ
く
「
摂
事
分
」
を
有
す
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
も
、

こ
の
引
用
文
を
含
む
「
摂
事
分
中
本
母
事
序
弁
摂
」
は
存
在
し
な
い
。

な
お
、
こ
れ
と
対
に
な
る
、
玄

訳
「
摂
事
分
中
調
伏
事
総
択
摂
」
の

方
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
中
に
も
別
立
さ
れ
て
存
在
す
る
が
、V

astu
-

sam
grah

an
ı

に
付
隨
す
る
形
で
の

V
in
aya-sam

grah
an
ı

（
摂
律

〔
分
〕）
と

M
atrka

-sam
grah

an
ı

（
摂
論
母
〔
分
〕）
と
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
勝
呂
信
静『
初
期
唯
識
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
八
九

年
）、
特
に
二
七
九
｜
二
八
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
し
か
る
に
、
こ
の

源
信
の
引
用
に
絡
む
限
り
で
の
範
囲
で
私
見
を
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、

こ
の
一
連
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
のv

a
stu

が
、直
接
的
仏
説
と
信
じ
ら
れ

て
き
た
根
本
典
籍
の
み
を
指
す
も
の
だ
と
す
れ
ば
、v

a
stu

に
はsu

tra

とv
in
a
y
a

ま
で
は
含
み
う
る
が
、a

b
h
id
h
a
rm
a

と
し
て
のm

a
trk

a

は

含
み
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
可
能
性
が
強
く
な
れ
ば
、「
摂
事
分
中
本

母
事
序
弁
摂
」
は
「
摂
事
分
中
調
伏
事
総
択
摂
」
と
対
に
す
る
よ
う
な

格
好
で
玄

に
よ
っ
て
『

伽
論
』
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
側
面
を
要
約
す

る
形
で
付
加
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
結
果
、
源
信
に
は
、

こ
の
「
摂
事
分
中
本
母
事
序
弁
摂
」
が
、
極
め
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
の
と
、『
倶
舎
論
』に
対
比
で
き
る
大
乗
側
の
権
威
づ

け
に
な
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
の
と
の
た
め
に
、
こ
の
引
用
が
な
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
顕
揚
』
一
六
に
云
わ
く
。

1
）

「
有
漏
と
は
、
謂
わ
く
、
即
ち
此
れ
苦

集
諦
の
摂
な
り
。
無
漏
と
は
、
謂
わ
く
、
此
れ
増
上
の
滅
道
諦
の
摂
な

り
。」
と
。

三
四

源
信
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想
研
究
（
袴
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所
応
に
隨
い
、
余
の
四
相
に
由
り
て
、
説
い
て
有
漏
と
名
づ
く
る
に
、

謂
わ
く
、
㈡
隨
眠
の
故
に
、
㈢
相
応
の
故
に
、
㈣
所
縁
の
故
に
、
㈤
生

起
の
故
な
り
。
㈡
若
し
清
浄
の
諸
色
に
於
い
て
、
及
び
、
前
に
説
け
る

所
の
如
き
一
切
の
心
心
所
の
中
に
於
い
て
、
煩
悩
の
種
子
の
未
だ
害
せ

ず
未
た
断
せ
ざ
れ
ば
、
説
い
て
隨
眠
と
名
づ
け
、
亦
た

重
と
名
づ
け
、

若
し
彼
れ
乃
至
未
だ
余
す
と
こ
ろ
無
く
断
せ
ざ
れ
ば
、当
に
知
る
べ
し
、

一
切
は
、
隨
眠
に
由
る
が
故
に
、
説
い
て
有
漏
と
名
づ
く
。（

3
）

隨
転
理
門

の
説
な
り
。
煩
悩
種
子
、
五
根
及
び
心
内
に
在
る
を
、
説
き
て
有
漏
と
名
づ

く
。）
㈢
若
し
諸
の
染
汚
の
心
心
所
な
ら
ば
、
相
応
に
由
る
が
故
に
、
説

い
て
有
漏
と
名
づ
く
。（
染
汚
の
心
は
、
直
に
隨
眠
の
漏
に
由
り
て
の
み
に

非
ず
、
亦
た
漏
と
相
応
す
る
に
由
り
て
、
説
い
て
有
漏
と
名
づ
く
。）
㈣
若

し
く
は
諸
の
有
事
、
若
し
く
は
現
量
の
所
行
、
若
し
く
は
有
漏
の
所
生

の
増
上
の
所
起
、
是
の
如
き
の
一
切
は
、
漏
の
所
縁
な
る
が
故
に
、
名

づ
け
て
有
漏
と
為
す
。（
此
の
中
に
総
じ
て
五
塵
を
摂
す
。）
此
の
中
、
現

在
を
名
づ
け
て
有
事
と
為
し
、
過
去
と
未
来
と
を
非
有
事
と
名
づ
く
。

若
し
清
浄
の
色
に
依
る
識
の
所
行
な
ら
ば
、
現
量
の
所
行
と
名
づ
く
。

（
正
し
く
五
識
相
応
の
煩
悩
は
彼
の
五
塵
を
縁
じ
て
取
る
。）
若
し
余
の

所
行
な
ら
ば
、
当
に
知
る
べ
し
、
非
現
量
の
所
行
と
名
づ
く
。（
意
識
の

4
）

構
量
は
設
ひ
五
塵
を
縁
ず
れ
ど
も
現
量
と
名
づ
け
ず
。）
若
し
内
の
諸
処

の
増
上
し
て
一
切
の
外
処
を
生
起
せ
ば
、
有
漏
の
所
生
の
増
上
の
所
起

と
名
づ
く
。
唯
だ
彼
の
所
縁
の
み
、
当
に
知
る
べ
し
、
有
漏
な
り
。（
五

根
の
増
上
の
力
に
由
り
て
五
塵
を
引
起
し
て
境
と
為
し
諸
の
煩
悩
を
起
こ

て
引
く
所
の
外
事
と
が
生
起
せ
ば
、
是
の
如
き
一
切
も
亦
た
生
起
す
る

が
故
に
、
説
い
て
有
漏
と
名
づ
く
。（
内
根
に
由
る
が
故
に
、
外
塵
生
起
す
。

遠
く
漏
従
り
生
ず
。
故
に
有
漏
と
名
づ
く
。）又
た
、
無
記
な
る
色
無
色
繫

の
一
切
の
煩
悩
に
由
り
て
、
彼
に
於
い
て
続
生
せ
ば
、
彼
の
続
生
す
る

所
も
亦
た
生
起
す
る
が
故
に
、
説
い
て
有
漏
と
名
づ
く
。（

7
）

上
の
二
界
の

無
記
の
煩
悩
の
業
を
発
し
て
上
界
の
生
を
招
く
に
由
り
て
、
亦
た
従
漏
所

生
と
名
づ
け
、
名
づ
け
て
有
漏
と
為
す
。
此
の
五
門
の
中
、
第
一
は
是
れ
総

門
、
第
二
は
是
れ
煩
悩
種
子
、
第
三
は
是
れ
染
汚
の
心
心
所
、
第
四
は
是
れ

五
塵
、
第
五
は
是
れ
一
切
の
内
の
五
根
と
善
無
記
の
心
と
及
び
身
語
業
と

及
び
別
解
脱
戒
と
外
器
世
界
と
な
り
。
皆
な
是
れ
煩
悩
の
所
引
な
り
。
故
に

有
漏
と
名
づ
く
。）」
と
。

註

１
）玄

訳
『

伽
論
』
巻
第
六
十
五
を
指
す
。
恵
心
全
、
第
四
、

三
頁
に
「
八
十
五
」
と
あ
る
は
誤
り
。
大
正
蔵
、
三
〇
巻
、
六
六
一
頁

中
｜
下
。
こ
の
引
用
が
含
ま
れ
る
「
摂
決
択
分
中
思
所
成
慧
地
」
の
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
知
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
と
対
応
す
る
チ
ベ
ッ
ト

訳
はD

.
ed
.,
N
o
.
4038,Z

h
i,205a

6-206a
5

で
あ
る
。

２
）釈
遁
倫

集
撰
『

伽
論
記
』
を
指
す
。
こ
の
段
に
限
っ
て
い
え
ば
、
こ
れ
以
下

の
割
註
に
示
さ
れ
る
文
言
は
一
い
ち
断
わ
ら
れ
て
い
な
く
と
も
全
て
こ

れ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
こ
と
、
直
後
の
文
言

に
関
し
て
は
、「
清
浄
内
色
者
、
内
五
根
也
。
及
彼
相
依
不
相
依
外
色
者
、

扶
根
五
塵
名
相
依
、
外
山
河
等
名
為
不
相
依
。」（
大
正
蔵
、
四
二
巻
、

七
一
三
頁
下
）
と
あ
る
。
こ
れ
以
下
に
つ
い
て
は
一
い
ち
指
摘
し
な
い

が
、
こ
の
箇
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３
）こ
の
割
註
相
当
箇
所
の『

註

１
）玄

訳
『
顕
揚
聖
教
論
』
巻
第
十
六
、
大
正
蔵
、
三
一
巻
、

五
六
〇
頁
中
。
こ
れ
に
対
応
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
知
ら
れ
て

い
な
い
。

又
た
、〔『

伽
論
』〕
一
百
に
云
わ
く
。「

1
）

有
漏
と
は
、
謂
わ
く
、
若

し
く
は
諸
法
の
諸
漏
よ
り
生
ず
る
所
、
諸
漏
の

重
の

2
）

隨
転
す
る
所
に

し
て
、
諸
漏
の
相
応
、
諸
漏
の
所
縁
の
能
く
諸
漏
を
生
じ
、
去
来
今
に

於
い
て
漏
の
依
止
と
為な
る
な
り
。
此
れ
と
相
違
せ
ば
、
応
に
知
る
べ
し
、

無
漏
な
り
。」
と
。

註

１
）玄

訳
『

伽
論
』
巻
第
一
、
大
正
蔵
、
三
〇
巻
、
八
八
〇

頁
上
。
こ
の
箇
所
は
、
上
引
と
同
じ
「
摂
事
分
中
本
母
事
序
弁
摂
」
か

ら
の
引
用
ゆ
え
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
事
情
に
つ
い
て
も
、
先
と
全
く
同
じ

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
引
用
冒
頭
が
単
に
「
有
漏
者
」
と
な
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
原
で
は
「
言
有
漏
者
」
と
な
っ
て
い
る
。
源
信
が
引
用
に

際
し
、「
言
」を
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

２
）原
に
は「
隨
縛
」

と
あ
り
、
か
く
訂
正
す
べ
き
か
と
思
う
が
、
恵
心
全
、
第
四
、
三
頁
で

も
「
隨
転
」
で
あ
る
。

同
論
六

1
）

十
五
に
云
わ
く
。「
五
相
に
由
る
が
故
に
、
有
漏
の
諸
法
の
差

別
を
建
立
す
。
何
等
を
五
と
為
す
や
。
謂
わ
く
、
㈠
事
に
由
る
が
故
に
、

㈡
隨
眠
の
故
に
、
㈢
相
応
の
故
に
、
㈣
所
縁
の
故
に
、
㈤
生
起
の
故
な

り
。
㈠
云
何
ん
が
有
漏
法
の
事
な
る
や
。
謂
わ
く
、
清
浄
な
る
内
色

（『
2
）

記
』
に
云
わ
く
。「
内
の
五
根
な
り
。」）、
及
び
彼
の
相
依（
扶
根
五
塵
）

と
不
相
依
（
山
河
等
）
と
の
外
色
、
若
し
く
は
諸
の
染
汚
の
心
心
所
、
若

し
く
は
善
無
記
の
心
心
所
等
な
り
。
此
の
有
漏
の
事
は
、
㈡
｜
㈤
其
の

す
こ
と
は
此
れ
漏
の
所
縁
に
由
る
が
故
に
有
漏
と
名
づ
く
。）
所
以
は
何

ん
。
若
し
去
来
を
縁
じ
て
諸
の
煩
悩
を
起
こ
さ
ば
、
過
去
未
来
は
非
有

事
な
る
が
故
に
所
縁
に
由
り
て
説
い
て
有
漏
と
名
づ
け
ず
、
若
し
現
在

の
事
に
し
て
非
現
量
の
所
行
な
ら
ば
、
清
浄
な
る
色
及
び
一
切
の
染
汚

と
善
と
無
記
の
心
心
所
の
如
く
、
彼
も
亦
た
煩
悩
の
所
縁
な
る
が
故
に

説
い
て
有
漏
と
名
づ
く
る
に
は
非
ず
、
但
だ
自
ら
分
別
し
て
起
こ
す
所

の
相
に
由
り
て
諸
の
煩
悩
を
起
こ
す
、
彼
の
諸
法
は
此
の
分
明
な
る
所

行
の
境
と
為
る
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。（
意
識
の
煩
悩
は
設
し
現
在
の
五

根
及
び
八
識
を
縁
ず
る
時
に
、
意
識
自
ら
変
じ
て
、
五
根
相
に
似
、
彼
の
八

識
相
に
似
て
、
心
に
当
り
て
起
る
。
意
識
の
煩
悩
は
、
彼
の
五
根
と
八
識
心

等
に
於
い
て
親
し
く
縁
に
著
せ
ざ
る
が
故
に
、
五
根
等
を
漏
の
所
縁
と
名

づ
け
ず
。
故
に
説
い
て
有
漏
と
名
づ
く
る
こ
と
は
、
此
れ
を
縁
ず
る
煩
悩
は

但
だ
自
ら
の
分
別
の
起
こ
す
所
の
相
に
由
り
て
煩
悩
を
起
こ
す
を
以
っ
て

な
り
。）

㈤
生
起
に
由
る
が
故
に
、
有
漏
を
成
ず
、
と
は
、
謂
わ
く
、

諸
の
隨
眠
の
未
だ
永
断
せ
ざ
る
が
故
に
、
煩
悩
に
順
じ
て
境
の
現
在
前

す
る
が
故
に
、
彼
に
於
い
て
不
如
理
作
意
を
現
起
す
る
が
故
に
、
此
の

因
縁
に
由
り
て
、
諸
の
所
有
の
法
の
正
生
と
已
生
と
或
は
復
た
当
生
と

の
是
の
如
き
の
一
切
は
、
生
起
に
由
る
か
故
に
、
説
い
て
有
漏
と
名
づ

く
。（
此
れ
は
六
識
の
煩
悩
の

5
）

三
因
の
生
起
を
説
い
て
有
漏
と
名
づ
く
こ
と

を
明
か
す
。）
又
た
、
一
切
の
不
善
の
煩
悩
従
り
諸
の
異
熟
果
（
内
報
の

6
）

五
根
は
不
善
の
煩
悩
の
漏
の
所
生
に
よ
る
が
故
に
有
漏
と
名
づ
く
。
此
の

中
の
文
、
略
し
て
唯
だ
不
善
の
異
熟
果
と
言
ふ
。）及
び
異
熟
果
の
増
上
し

三
六

源
信
思
想
研
究
（
袴
谷
）

三
五

源
信
思
想
研
究
（
袴
谷
）



も
ま
た
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
清
浄
な
る
色
と
、
染
汚

と
善
と
無
記
の
心
心
所
法
と
の
全
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
ま
た
煩
悩

の
所
縁
（n
y
o
n m

o
n
g
s p
a
’i d
m
ig
s p
a
,k
lesa

la
m
b
a
n
a

）
に
よ
る
有

漏
と
い
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
自
己
に
よ
っ
て（ra

n
g

 
g
is,sv

en
a

）
分
別
さ
れ
た
形
相
（y

o
n
g
s su b

rta
g
s p
a
’i m

tsh
a
n m

a
,

p
a
rik
a
lp
ita
-n
im
itta

）
に
よ
っ
て
そ
こ
に
煩
悩
が
生
じ
た
と
い
う
、
そ

の
ゆ
え
に
で
あ
っ
て
、
そ
の
法
は
明
白
に
そ
れ
の
認
識
領
域
と
な
っ
て

は
い
な
い
か
ら
で

13
）

あ
る
。
㈤
そ
こ
で
、
生
起
に
よ
る
有
漏
と
は
、
す
な

わ
ち
、
隨
眠
が
ま
だ
断
滅
さ
れ
て
お
ら
ず
、
煩
悩
の
依
拠
と
一
致
し
た

対
象
も
顕
現
す
る
で
あ
ろ
う
一
方
で
、
そ
こ
に
不
如
理
作
意
（tsh

u
l

 
b
zh
in m

a y
in p

a y
id la b

y
ed p

a
,
a
y
o
n
iso
-m
a
n
a
sk
a
ra

）
も
引
き

起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な

14
）

っ
た
（n

y
e b
a
r g
n
a
s p
a
r g
y
u
r,
u
p
a
sth
ita

）

な
ら
ば
、
そ
の
原
因（rg

y
u
,h
etu

）と
、
そ
の
条
件（rk

y
en
,p
ra
ty
a
y
a

）

と
に
よ
っ
て
、
な
ん
ら
か
の
法
が
、〔
今
〕生
じ
、
あ
る
い
は〔
過
去
に
〕

生
じ
て
し
ま
い
、
あ
る
い
は
〔
未
来
に
〕
生
じ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
な
、

そ
れ
ら
全
て
〔
の
法
〕
は
、
生
起
に
よ
る
有
漏
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
不
善
の
煩
悩
に
よ
る
異
熟
（rn

a
m
 
p
a
r sm

in
 

p
a
,v
ip
a
k
a

）
と
、
異
熟
の
力
に
よ
る
果
た
る
外
的
実
事
（p

h
y
i ro

l g
y
i

 
d
n
g
o
s p
o
,
b
a
h
y
a
-v
a
stu

）
と
が
生
起
す
る
で
あ
ろ
う
よ
う
な
、
そ
れ

ら
全
て
も
ま
た
、
生
起
に
よ
る
有
漏
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
更
に
ま
た
、
色
と
無
色
と
に
所
属
す
る（g

zu
g
s d
a
n
g g
zu
g
s m

ed
 

p
a
 
d
a
n
g
 
ld
a
n
 
p
a
,
ru
p
a
ru
p
y
a
-p
ra
tisa

m
y
u
k
ta

）
無
記
の
煩
悩
に

伽
論
記
』に
は
、「
此
依
隨
転
理
門
、
煩
悩
種
子
、

在
五
根
及
諸
心
内
、

未
断
已
来
常
有
惑
種
、
名
由
隨
眠
説
名
有
漏
。」（
七
一
三
頁
下
）
と
あ

る
。

４
）こ
の
「
構
量
」
が
『

伽
論
記
』
の
大
正
蔵
の
校
合
に
よ

れ
ば
、「

畫
」
や
「
構
畫
」
と
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、「
畫

画
）」
を
「
量
」
と
示
す
も
の
は
な
い
。
私
と
す
れ
ば
、「
構
量
」
が
最

も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

５
）恵
心
全
、
第
四
、
五
頁
に
は
「
三

回
」
と
あ
る
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
三
因
」
と
は
、
直
前
の
本
文
で
、

「
此
の
因
縁
に
由
る
」
こ
と
の
具
体
的
な
説
明
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い

る
、「
イ
諸
の
隨
眠
の
未
だ
永
断
せ
ざ
る
が
故
に
、
ロ
煩
悩
に
順
じ
て
境

の
現
前
す
る
が
故
に
、
ハ
彼
に
於
い
て
不
如
理
作
意
を
現
起
す
る
が
故

に
」
と
い
う
イ
ロ
ハ
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

６
）底
本
の

日
仏
全
85
、
二
頁
下
に
は
「
五
相
」
と
あ
る
も
、
恵
心
全
、
第
四
、
五

頁
に
も
、『

伽
論
記
』
に
も
、「
五
根
」
と
あ
り
、
意
味
か
ら
い
っ
て

も
「
五
根
」
が
正
し
い
の
で
、
底
本
を
「
五
根
」
に
改
め
た
。

７
）

こ
の
カ
ッ
コ
内
の
割
註
も
『

伽
論
記
』（
同
上
、
七
一
四
頁
上
）
に
よ

る
も
の
で
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、『

伽
論
記
』
で
は
、
以
下
の
「
五
門

中
」
が
「
五
門
有
漏
中
」
と
な
っ
て
お
り
、
後
方
の
「
故
名
有
漏
」
の

直
前
に
は
「
或
是
此
中
正
生
已
生
当
生
等
故
」
の
句
が
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
る
引
用
箇
所
訳：

そ
こ
で
、有
漏
法（ch

o
s za

g p
a

 
d
a
n
g
 
b
ca
s
 
p
a
,
sa
sra

v
a
-d
h
a
rm
a

）
の
区
別
（ra

b
 
tu
 
d
b
y
e
 
b
a
,

p
ra
b
h
ed
a

）
も
ま
た
同
じ
五
つ
の
様
相
（rn

a
m
 
p
a
 
ln
g
a
,
p
a
n
ca
-

p
ra
k
a
ra

）
か
ら
規
定
さ
れ
る
（rn

a
m
 
p
a
r g
zh
a
g
,v
y
-a
v
a
-S
T
H
Ā

）。

五
つ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
㈠

1
）

実
事
（g

zh
i,
v
a
stu

）
と
㈡

2
）

隨
眠

b
a
g
 
la
 
n
y
a
l,
a
n
u
sa
y
a

）
と
㈢
相
応
（m

tsh
u
n
g
s p

a
r ld

a
n
 
p
a
,

く
断
滅
さ
れ
て
い
な
い
間
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら
は
隨
眠
に
よ
る

有
漏
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
㈢
お
よ
そ
な
ん
で
あ
れ
染
汚
の
心
心
所

法
で
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
、
相
応
に
よ
っ
て
ま
た
有
漏
と

い
わ

11
）

れ
る
。
㈣
お
よ
そ
な
ん
で
あ
れ
実
事
を
伴
っ
て
い
る
も
の（d

n
g
o
s

 
p
o y
o
d p
a
,sa

-v
a
stu
k
a

、
有
事
）
と
直
感
の
認
識
領
域
（m

n
g
o
n su

m
 

g
y
i sp

y
o
d y
u
l,p
ra
ty
a
k
sa
-g
o
ca
ra

、
現
量
所
行
）と
有
漏
の
力
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
漏
の
所
縁
（za

g p
a
’i d
m
ig
s

 
p
a
,a
sra

v
a
la
m
b
a
n
a

）
に
よ
る
有
漏
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
お
よ
そ

な
ん
で
あ
れ
現
在
の
も
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
存
在
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
お
よ
そ
な
ん
で
あ
れ
過
去
と
未
来
の
も
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
存
在

し
な
い
も
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
な
ん
で
あ
れ
清
浄
〔
な
る
色
〕
に
依
拠

す
る
識
の
認
識
領
域
で
あ
れ
ば
、そ
れ
は
直
感
の
認
識
領
域
で
あ
る
が
、

お
よ
そ
な
ん
で
あ
れ
そ
れ
以
外
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
直
感

の
認
識
領
域
で
は
な
い
の
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
有
漏
の
力
に

よ
っ
て
生
じ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
な
ん
で
あ
れ
内
的
な
処

n
a
n
g g
i sk

y
e m

ch
ed
,a
d
h
y
a
tm
ik
a
y
a
ta
n
a

）
の
力
に
よ
っ
て
外
的

な
処
（p

h
y
i ro

l g
y
i sk

y
e m

ch
ed
,
b
a
h
y
a
y
a
ta
n
a

）
と
し
て
生
じ
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
た
、
そ
の
所
縁
だ
け
に
よ
る
有
漏
で
あ
る

と
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
お
よ
そ
煩
悩
に
し
て
過
去
と

未
来
と
を
所
縁
と
し
て
生
じ
た
過
去
と
未
来
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、

存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

12
）

所
縁
に
よ
る
有
漏
と
い
わ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。
現
在
の
実
事
で
あ
り
か
つ
直
感
の
認
識
領
域
で
な
い
も
の

sa
m
p
ra
y
u
k
ta

）
と
㈣
所
縁
（d

m
ig
s
 
p
a
,
a
la
m
b
a
n
a

）
と
㈤
生
起

m
n
g
o
n p

a
r sk

y
e b

a
,

3
）

a
b
h
in
irv
rtti

）
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
㈠

有
漏
法
の
実
事
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
清
浄
な
る
色
（d

a
n
g b

a
’i

 
g
zu
g
s,
a
cch

a
-

4
）

ru
p
a

）
と
、
そ
れ
に
関
連
し
た
も
の
と
関
連
せ
ざ
る
も

の
と
の
外

5
）

的
色
（d

e d
a
n
g
’b
rel p

a d
a
n
g m

a
’b
rel p

a
’i p

h
y
i ro

l
 

g
y
i g
zu
g
s,
ta
t-sa

m
b
a
n
d
h
a
sa
m
b
a
n
d
h
a
-b
a
h
y
a
-ru
p
a

）
と
、
染
汚

と
不

6
）

染
汚
と
の
心
心
所
法
（sem

s d
a
n
g sem

s la
s b
y
u
n
g b

a
’i ch

o
s

 
n
y
o
n
 
m
o
n
g
s p

a
 
ca
n
 
d
a
n
g
 
n
y
o
n
 
m
o
n
g
s p

a
 
ca
n
 
m
a
 
y
in
 
p
a
,

k
lista

k
lista

-citta
-ca
itta

-d
h
a
rm
a

）と
、
善
と
不
善
と
無
記
と
の
心
心

所
法

sem
s d
a
n
g sem

s la
s b
y
u
n
g b

a
’i ch

o
s d
g
e b
a d

a
n
g m

i d
g
e

 
b
a
 
d
a
n
g
 
lu
n
g
 
d
u
 
m
a
 
b
sta
n
 
p
a
,
k
u
sa
la
k
u
sa
la
v
y
a
k
rta
-citta

-

ca
itta

-d
h
a
rm
a

）
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
そ
の
有
漏
の
実

7
）

事
は
、
㈡

｜
㈤
〔
残
り
の
〕
四
つ
の
様
相
で
あ
る
㈡
隨
眠
と
㈢
相
応
と
㈣
所
縁
と

㈤
生
起
と
に
よ
っ
て
、
順
次
に
（ci rig

s p
a
r,y

a
th
a
-y
o
g
a
m

）、
有
漏

で
あ
る
と
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
㈡
清
浄
な
る
色
と
、
上

述
さ
れ
た
全
て
の
心
心
所
法
と
に
お
い
て
、
お
よ
そ
な
ん
で
あ
れ
煩
悩

の
種
子

n
y
o
n m

o
n
g
s p
a
’i sa b

o
n
,
k
lesa

-

8
）

b
ıja

）
が
ま
だ
損
傷
さ
れ

ず
（y

a
n
g d

a
g p

a
r m

a b
co
m
 
p
a
,
a
sa
m
u
d
g
h
a
ta

）
断
滅
さ
れ
て
い

な
い
（m

a
 
sp
a
n
g
s p

a
,
a
p
ra
h
ın
a

）
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
隨

眠
（b

a
g la n

y
a
l,
a
n
u
sa
y
a

）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
粗
悪
源

g
n
a
s n
g
a
n len

,

9
）

d
a
u
sth
u
ly
a

、

重
）
で
も
そ
れ
は
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
上
の
よ
う
に
（ji sk

a
d

10
）

d
u

）、
そ
れ
が
余
す
と
こ
ろ
な

三
八

源
信
思
想
研
究
（
袴
谷
）

三
七

源
信
思
想
研
究
（
袴
谷
）



れ
る
二
種
類
の
煩
悩
説
」『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』第
四
四
号

一
九
八
六
年
三
月
）、
四
一
七
｜
三
九
九
頁
と
、
加
藤
純
章「
隨
眠

a
n
u
sa
y
a

」『
仏
教
学
』
第
二
八
号
（
一
九
八
〇
年
三
月
）、
一
｜
三

二
頁
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
文
献
で
は
、
唯
識
説
の
代
表
的

論
典
と
し
て
、
後
者
の
考
え
が
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
のa

n
u
sa
y
a

の
説
明
中
の
用
語
と
し

て
の
「
煩
悩
の
種
子

k
lesa

-b
ıja

）」
や
、「
粗
悪
源

d
a
u
sth
u
ly
a

、

重
）」
の
語
に
注
意
さ
れ
た
い
。

３
）チ
ベ
ッ
ト
訳
のm

n
g
o
n
 
p
a
r

 
sk
y
e b

a

に
対
す
る
こ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は
私
に
よ
っ
て
実
例
中

に
確
認
で
き
た
も
の
で
は
な
い
が
、
内
容
と
玄

訳
と
か
ら
考
え
て
こ

こ
で
は
仮
り
にa

b
h
in
irv
rtti

を
想
定
し
た
ま
で
で
あ
る
。『
倶
舎
索
』な

ど
に
よ
る
限
り
、a

b
h
in
irv
rtti

に
は
一
般
にm

n
g
o
n
 
p
a
r
’g
ru
b
 
p
a

の
系
統
の
語
が
対
応
し
て
い
る
。

４
）チ
ベ
ッ
ト
訳
のd

a
n
g
 
b
a
’i

 
g
zu
g
s

に
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
くa

cch
a
-ru
p
a

も
し
く
は
こ
れ
と
類
似

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
対
応
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と

も
私
に
は
、
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
術
語
の
実
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
内
容
上
は
、
肉
体
に
局
在
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
視
覚
等
の
五
つ

の
直
感
的
感
覚
器
官
（
五
根
）
を
指
す
。

５
）こ
の
箇
所
の
訳
語
中

の
「
関
連
し
た
も
の
と
関
連
せ
ざ
る
も
の
」
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に

示
さ
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のsa

m
b
a
n
d
h
a
sa
m
b
h
a
n
d
h

は
あ
く

ま
で
も
仮
り
の
も
の
。「（
そ
れ
に
）
関
連
し
た
（
外
的
色
）」
と
は
、
五

根
と
直
接
対
応
関
係
に
あ
る
、
五
根
の
対
象
と
し
て
の
五
境
を
指
し
、

「（
そ
れ
と
）
関
連
し
な
い
（
外
的
色
）」
と
は
、
上
述
の
ご
と
き
意
味

で
の
五
境
を
遠
く
離
れ
た
、純
然
た
る
外
的
自
然
環
境
を
指
す
。

６
）

「
不
汚
汚
」に
相
当
す
る
語
は
、
玄

訳
中
に
な
い
。「
不
汚
汚
」も
あ
っ

ク
リ
ッ
ト
語
の
訳
語
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
な
い
し
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト

語
がY

B
h

に
お
け
る
先
行
の
文
を
具
体
的
に
指
示
す
る
も
の
か
ど
う

か
に
も
全
く
自
信
が
な
い
が
、
一
応
「
上
の
よ
う
に
」
と
訳
し
て
お
い

た
。
し
か
る
に
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
厳
密
に
一
致
す
る
先
行
文
で

は
な
い
が
、d

a
u
sth
u
ly
a

の
用
法
を
探
る
意
味
で
も
重
要
な
先
行
文
と

し
て
はY

B
h
,
p
.
25,

l.
1-p
.
27,

l.
3：

玄

訳
『

伽
論
』、
大
正
蔵
、

三
〇
巻
、
二
八
四
頁
上
、
二
五
行
｜
同
、
下
、
一
七
行
を
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
、『

伽
索
』、
六
七
三
頁
、「
鹿
重
」の
項
参
照
。

11
）「
相

応
」
と
は
、
主
と
し
て
心
と
心
所
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
う
視
点
で
あ

り
用
語
で
あ
る
か
ら
、
染
汚
の
心
と
染
汚
の
心
所
と
の
「
相
応
」
の
関

係
は
、
当
然
「
相
応
」
に
よ
っ
て
染
さ
れ
て
い
る
「
有
漏
」
の
関
係
で

あ
る
。

12
）チ
ベ
ッ
ト
語
のD

.
ed
.

に
は“d

m
ig
s la

”

と
あ
る
が
、

P
.
ed
.

は
確
か
め
て
い
な
い
も
の
の
、d

m
ig
s p

a

と
あ
る
見
做
し
て
訳

し
た
。

13
）以
上
の
「
所
縁
に
よ
る
有
漏
」
の
説
明
は
か
な
り
複
雑

で
あ
っ
て
、
私
に
は
必
ず
し
も
明
確
に
理
解
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
現
在
だ
け
の
直
感
の
認
識
領
域
の
み
の
「
所
縁
」
を
強

調
し
て
、
そ
れ
以
外
の
不
適
切
な
も
の
を
除
外
し
て
い
く
と
い
う
記
述

の
仕
方
を
追
っ
て
い
き
、
し
か
も
そ
の
最
末
尾
で
三
性
中
の
「
遍
計
所

執
性

p
a
rik
a
lp
ita
-sv
a
b
h
a
v
a

）」
的
あ
り
方
も
排
除
さ
れ
て
い
る
の

を
知
る
時
、
や
は
り
「
有
漏
」
に
つ
い
て
も
、
唯
識
的
世
界
に
お
け
る
、

内
在
的
な
現
在
の
識
に
限
定
さ
れ
た
「
所
縁
」
の
強
調
が
理
解
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

14
）唯
識
説
で
は
、
識
の
生
起
に
つ
い
て
は
、「
根

in
-

d
riy
a

）」「
境
（v

isa
y
a

）」「
作
意
（m

a
n
a
sk
a
ra

）」
の
三
条
件
が
整

う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
至
る
「
生
起
に
よ
る
有
漏
」
の

説
明
で
は
、「
有
漏
」の
側
面
を
強
調
し
た
観
点
か
ら
、
そ
の
三
条
件
が

よ
っ
て
、
そ
こ
に
再
生
（n

y
in
g m

tsh
a
m
s sb

y
o
r b
a
,
p
ra
tisa

m
d
h
i

）

し
た
も
の
は
な
ん
で
あ
れ
、
そ
れ
も
ま
た
、
再
生
し
生
起
し
た
こ
と
に

よ
る
有
漏
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
べ
き
で

15
）

あ
る
。

訳
註

（
１
）「
実
事
」
と
訳
し
た
語
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
、
示
し
た
ご
と

くg
zh
i

で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は
多
い
が
、
玄

訳
の
「
事
」
か
ら
み
てv

a
stu

と
想
定
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。va

stu

と
は
、住
ん
だ
り
依
拠
し
た
り
す
る
基
に
な
る
真
の「
場

所
」や「
基
盤
」を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
、
五
つ
の
観
点
か
ら
捉
え
ら
れ
た

有
漏
法
に
関
し
、
最
初
の
こ
れ
が
他
の
四
つ
の
有
漏
法
の
「
基
盤
」
に

な
る
と
い
う
意
味
でv

a
stu

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。実
際
的
な
視

点
よ
り
い
え
ば
、
所
謂
「
五
位
百
法
」
と
い
わ
れ
る
唯
識
の
法
体
系
と

し
て
の「
五
位
」中
の
、若
干
の
制
限
や
条
件
が
示
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、

色

ru
p
a

）
と
心

citta

）
と
心
所

ca
itta

）
と
の
三
位
が
「
実
事
」
と

し
て
こ
こ
で
は
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。残
り
の
二
位
中
、

無
為
（a

sa
m
sk
rta

）
法
は
、
有
漏
法
で
は
な
い
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る

の
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
心
不
相
応
法
だ
け
が
、
実
法
で

は
な
く
仮
法
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

２
）「
隨
眠
」
に
当
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
がa

n
u
sa
y
a

で
あ
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
意
味
で
あ
る
が
、
そ
の
最
も
大
き
な
違

い
は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
哲
学
の
正
統
説
に
お
け
る
解
釈
と
唯
識
説
に
お
け

る
そ
れ
と
の
間
に
あ
る
。an

u
sa
y
a

は
、
前
者
に
よ
れ
ば
、
表
面
心
で「
煩

悩
」
と
同
義
、
後
者
に
よ
れ
ば
、
潜
在
心
で「
煩
悩
」の
背
後
に
潜
む
原

因
的
力
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
参
照
す
べ

き
研
究
文
献
は
多
い
が
、こ
こ
で
は
、池
田
練
太
郎
「『
倶
舎
論
』
に
み
ら

た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
現
時
点
の
私
に
は
、
こ

こ
と
、
こ
れ
以
下
と
に
お
い
て
、
同
じ
「
心
心
所
」
に
つ
き
、
染
汚
と

不
染
汚
で
規
定
さ
れ
る
も
の
と
、
善
と
不
善
と
無
記
と
の
三
性
で
規
定

さ
れ
る
も
の
と
が
、
並
挙
さ
て
い
る
こ
と
の
教
義
的
背
景
が
定
か
で
は

な
い
。

７
）こ
こ
で
の
文
脈
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
「
有
漏
の
実

事
」
が
、
五
つ
の
様
相
中
の
第
一
と
し
て
主
語
と
な
り
、
か
か
る
第
一

た
る
有
漏
の
基
盤
が
、
残
り
の
四
つ
の
様
相
に
よ
っ
て
、
有
漏
で
あ
る

と
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
流
れ
で
あ
る
。
従
来
の
訓
読
が
必
ず

し
も
こ
の
点
を
正
確
に
押
え
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
の
で
、
敢
え

て
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
お
く
。
た
だ
し
、『

伽
論
記
』
に
は
、「
此
即

総
挙
、
五
根
五
塵
及
三
性
心
心
所
、
為
有
漏
事
、
隨
其
所
応
、
由
隨
眠

等
四
種
因
縁
、
故
名
有
漏
。」（
大
正
蔵
、
四
二
巻
、
七
一
三
頁
下
）
と

あ
る
か
ら
、
今
の
問
題
点
は
、
正
確
に
把
握
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

８
）私
に
よ
っ
て
実
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は

な
い
。
も
し
複
合
語
で
あ
れ
ば
、k

lesa
sy
a b

ıja
m

（
煩
悩
の
種
子
）

と
い
う
「
依
主
釈
（ta

t-p
u
ru
sa

）」
の
意
味
で
あ
り
、
煩
悩
の
背
後
に

あ
るb

ıja

（
種
子
）
を
「
隨
眠

a
n
u
sa
y
a

）」
だ
と
す
る
意
味
で
あ
る
。

９
）チ
ベ
ッ
ト
訳g

n
a
s n

g
a
n
 
len

よ
り
推
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

がd
a
u
sth
u
ly
a

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
意
味
確
定
の
難
し
い

語
の
一
つ
。
本
来
は
形
容
詞
で
パ
ー
リ
語
のd

u
ttu
lla

に
対
応
す
る
と

さ
れ
る
が
、
語
義
に
つ
い
て
は
、B

H
S
D
,
p
.272

参
照
。
拙
訳
語
は
、

そ
こ
に
示
さ
れ
る

“g
ro
ss w

ick
ed
n
ess,

d
ep
ra
v
ity
”

な
ど
を
参
照

し
て
作
ら
れ
た
も
の
。「
源
」
は
、「
煩
悩
の
種
子
」
と
し
て
煩
悩
の
背

後
に
あ
る
「
隨
眠
」
た
る
「
源
」
を
指
示
し
た
い
ゆ
え
に
付
せ
ら
れ
て

あ
る
。

10
）玄

訳
に
は
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
語
に
対
応
す
る
サ
ン
ス

四
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こ
と
を
得
て
、
一
切
の
有
に
背
き
、
彼
の
対
治
に
順
ず
る
を
以
っ
て
の

故
な
り
。
㈥
漏
の
種
類
と
は
、
謂
わ
く
、
阿
羅
漢
の
有
漏
の
諸
蘊
は
、

前
世
の
煩
悩
の
起
す
所
な
る
が
故
な
り
。

5
）

五
取
蘊
と
十
五
界
と
十
処
と

の
全
と
及
び
三
界
と
二
処
と
の
少
分
と
は
、
是
れ
有
漏
な
り
。
謂
わ
く
、

最
後
の
三
界
と
二
処
の
少
分
と
聖
道
の
眷
属
と
及
び
諸
の
無
為
と
を
除

く
。
有
漏
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。（

6
）

霊

師
の
疏
に
云
わ
く
。「
此
れ
は
隨

転
理
門
に
約
し
て
説
く
。
真
実
理
門
に
依
ら
ば
、
五
蘊
と
十
八
界
と
十
二
処

と
は
、
皆
な
漏
と
無
漏
と
に
通
ず
。」）」
と
。

註

１
）玄

訳
『
雑
集
論
』
巻
第
三
、
大
正
蔵
、
三
一
巻
、
七
〇
六

頁
下
よ
り
の
引
用
。
し
か
る
に
、
周
知
の
ご
と
く
、『
雑
集
論
』
に
は
、

恐
ら
く
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
形
態
に
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
様
式

で
、『
集
論
』
本
文
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
玄

訳
『
雑
集
論
』

か
ら
の
引
用
は
、
実
質
的
に
『
集
論
』
と
『
雑
集
論
』
と
の
二
論
典
の

引
用
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、
独
立
し
た
前
者
の
所
在
は
、

大
正
蔵
、
三
一
巻
、
六
六
七
頁
下
で
あ
り
、
こ
れ
と
対
応
す
る
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
、A

S
(G
),
p
.
20,

ll.
23-26,

A
S
(P
),
p
.
18,

ll.

4-8

で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
、D

.
ed
.,
N
o
.
4049,

R
i,
58a

4-6

で
あ

る
。
な
お
、
こ
れ
に
対
す
る
註
釈
、
即
ち
後
者
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原

典
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
に
つ
い
て
は
、
順
次
に
、A

S
B
h
,
p
.
23,

l.
15-p

.

24,l.4,D
.ed

.,N
o
.4053,L

i,18a
4-b
1

を
参
照
さ
れ
た
い
。

２
）

こ
の
間
に
、
玄

訳
に
あ
る
「
幾
是
有
漏
、
為
何
義
故
、
観
有
漏
也
」。

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

３
）玄

訳
に
は
、
亀
甲
カ
ッ
コ
内
の
「
漏

性
」
が
あ
る
も
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
日
仏
全
85
も
、
恵
心
全
、
第

b
y
u
n
g b

a

、
漏
種
類
）
か
ら
も
、
有
漏
で
あ
る
と
検
討
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
有
漏
と
は
、
五
取
蘊
（p

a
n
co
p
a
d
a
n
a
-sk
a
n
d
h
a
,n
y
e b
a
r len

 
p
a
’i p

h
u
n
g p

o ln
g
a

）
と
十
五
界
（p

a
n
ca
-d
a
sa d

h
a
ta
v
a
h
,
k
h
a
m
s

 
b
co ln

g
a

）
と
十
処
（d

a
sa
y
a
ta
n
a
n
i,sk

y
e m

ch
ed b

cu

）
と
、
三
界

及
び
二
処
中
の
（tra

y
a
n
a
m

d
h
a
tu
n
a
m

d
v
a
y
o
s
ca
y
a
ta
n
a
y
o
h
,

k
h
a
m
s g
su
m
 
d
a
n
g sk

y
e m

ch
ed g

n
y
is k

y
i

）
一
部
分
（p

ra
d
esa

,

p
h
y
o
g
s

）
と
で
あ
る
。〔A

S
B
h

〕
㈠
「
漏
と
そ
の
〔
漏
の
〕
本
性
か
ら
」

と
は
、
も
ろ
も
ろ
の
漏
は
有
漏
た
る
も
の
で
あ
り
（a

sra
v
a
n
a
m

sa
sra

v
a
tv
a
m
,
za
g p

a rn
a
m
s za

g p
a d

a
n
g b

ca
s p
a n

y
id d

e

）、

な
ぜ
か
と
い
え
ば
〔
も
ろ
も
ろ
の
漏
は
〕
漏
の
本
質
（sv

a
b
h
a
v
a

、
自

性
）
と
相
応
し
て
い
る
（y

u
k
ta
tv
a
,ld
a
n p
a

）
か
ら
で
あ
る
。
㈡
「
漏

と
の
関
連
か
ら
」と
は
、
そ
れ
と
同
時
存
在
の（ta

t-sa
h
a
-b
h
u
,d
e d
a
n
g

 
lh
a
n cig

’b
y
u
n
g b

a

、
漏
共
有
）
心
心
所
（citta

-ca
itta

,
sem

s d
a
n
g

 
sem

s la
s b
y
u
n
g b
a

）お
よ
び
眼
な
ど
、〔
の

5
）

六
根
〕（ca

k
su
r-a
d
i,m

ig
 

la so
g
s p
a

）
が
、
順
次
に
、〔
前
者
の
心
心
所
は
〕
漏
と
相
応
し
た
も

の
で
あ
る
（a

sra
v
a
-sa
m
p
ra
y
u
k
ta
tv
a
,
za
g p

a d
a
n
g ld

a
n p

a

）
か

ら
で
あ
り
、
ま
た
〔
後
者
の
眼
な
ど
は
〕
所
依
た
る
も
の
で
あ
る

6
）

a
sra

y
a
tv
a
,
g
n
a
s y

in
 
p
a

）
か
ら
で
あ
る
。
㈢
「
漏
に
よ
る
束
縛
か

ら
」
と
は
、
そ
の
力
に
よ
っ
て
（ta

d
-v
a
sen

a
,d
e’i b

d
a
n
g g
is

）
有
漏

な
る
善
（k

u
sa
la
-sa
sra

v
a
,d
g
e b
a za

g p
a d
a
n
g b
ca
s p
a

）
を
再
生

存
（p

u
n
a
r-b
h
a
v
a
,
y
a
n
g
 
srid

 
p
a

）
へ
展
開
さ
せ
る
（n

irv
a
rta
n
a
,

g
ru
b p

a
r b
y
ed p

a

）
か
ら
で
あ
る
。
㈣
「
漏
と
の
付
隨
か
ら
」
と
は
、

意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
隨
眠
が
ま
だ
断
滅
さ
れ
て

い
な
い
の
は
「
根
」
に
つ
い
て
言
わ
れ
、
そ
れ
と
一
致
し
た
対
象
と
は

「
境
」
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
お
り
、「
不
如
理
作
意
」
と
は
「
有
漏
」
の

条
件
下
で
の
「
作
意
」
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
述
の

三
条
件
に
つ
い
て
は
、『
唯
識
考
』、
三
三
九
頁
、
三
五
九
｜
三
六
一
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。

15
）二
つ
目
の
「
更
に
ま
た
」
よ
り
こ
こ
に
至

る
説
明
は
、「
生
起
に
よ
る
有
漏
」に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
は

い
え
、
我
々
の
欲
界
に
限
ら
れ
た
事
柄
で
は
な
い
。「
生
起
」と
は
い
っ

て
も
、「
色
と
無
色
と
に
所
属
す
る
無
記
の
煩
悩
に
よ
っ
て
」色
界
と
無

色
界
と
に
再
生
す
る
場
合
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

に
注
意
さ
れ
た
い
。

『
雑
集
論
』
第
三
に
云

1
）

わ
く
。「
云
何
ん
が
有
漏
な

2
）

る
や
。
謂
わ
く
、

㈠
漏
の
自
性
の
故
に
、
㈡
漏
の
相
属
の
故
に
、
㈢
漏
の
所
縛
の
故
に
、

㈣
漏
の
所
隨
の
故
に
、
㈤
漏
の
隨
順
の
故
に
、
㈥
漏
の
種
類
の
故
に
、

是
れ
有
漏
の
義
な
り
。
㈠
漏
の
自
性
と
は
、
謂
わ
く
、
諸
の
漏
の
自
性

の
〔

3
）

漏
性
と
〕
合
す
る
が
故
に
、
名
づ
け
て
有
漏
と
為
す
。
㈡
漏
の
相

属
と
は
、
謂
わ
く
、
漏
と
共
有
の
心
心
所

4
）

〔
法
〕
と
及
び
眼
等
と
は
、

漏
と
相
応
す
る
が
故
に
、
漏
の
所
依
な
る
が
故
に
、
其
の
次
第
の
如
く
、

有
漏
と
名
づ
く
。
㈢
漏
の
所
縛
と
は
、
謂
わ
く
、
有
漏
の
善
法
は
、
漏

の
勢
力
に
由
り
て
後
有
を
招
く
が
故
な
り
。
㈣
漏
の
所
隨
と
は
、
謂
わ

く
、
余
地
の
法
は
亦
た
余
地
の
諸
の
漏
の

重
の
為
め
に
隨
逐
せ
ら
る

る
が
故
な
り
。
㈤
漏
の
隨
順
と
は
、
謂
わ
く
、
順
決
択
分
は
煩
悩
の

重
の
為
め
に
隨
せ
ら
る
る
と
雖
も
、
然
か
も
建
立
し
て
無
漏
性
と
為
す

四
も
、
こ
れ
を
示
さ
な
い
。

４
）「
法
」
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
な

い
が
、
玄

訳
に
よ
っ
て
補
っ
て
お
い
た
。

５
）こ
こ
よ
り「
有
漏
」

ま
で
の
「
五
取
蘊
十
五
界
十
処
全
及
三
界
二
処
少
分
是
有
漏
」
の
文
は
、

『
雑
集
論
』
で
は
、
他
の
箇
所
と
同
様
に
、
こ
れ
が
『
集
論
』
本
文
で
あ

る
こ
と
が
全
く
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
註
釈

文
と
見
做
さ
な
い
よ
う
に
注
意
さ
れ
た
い
。

６
）霊

な
る
人
の
こ

の
疏
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。『
仏
解
辞
』第
七
巻
、
六

六
頁
、
二
段
に
「
雑
集
論
疏
」
の
項
目
の
一
つ
に
、「
霊
携
」
の
名
の
も

と
に
出
る
の
が
恐
ら
く
こ
の
疏
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

そ
の
記
載
に
従
っ
て
、『
東
域
伝
燈
目
録
』を
見
れ
ば
、
大
正
蔵
、
五
五

巻
、
一
一
五
七
頁
上
に
、「
霊

」
の
名
の
上
に
「
同
論
十
六
巻
」
な
る

『
雑
集
論
』
の
註
釈
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
仏
解
辞
』
同
上

箇
所
に
、
存
、
欠
の
明
示
は
な
い
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
に
よ
る
引
用
箇
所
訳：

〔

1
）

A
S
(G
)

〕
い
か
に

し
て
有
漏
（sa

sra
v
a
,
za
g p

a d
a
n
g b

ca
s p
a

）
で
あ
り
（
、
い
か
ほ

ど
の
も
の
が
有
漏
で
あ
り
、
い
か
な
る
目
的
で
有
漏
の
考
察
が
あ
る
の

2
）

か
。）
㈠
漏
と
そ
の
〔
漏
の
〕
本
性
（a

sra
v
a
-ta
d
-

3
）

a
tm
a
n
,za

g p
a d
e’i

 
b
d
a
g n
y
id

、
漏
自
性
）か
ら
も
、
㈡
漏
と
の
関
連（a

sra
v
a
-sa
m
b
a
n
d
h
a
,

za
g p
a d
a
n
g
’b
rel p

a

、
漏
相
属
）か
ら
も
、
㈢
漏
に
よ
る
束
縛（a

sra
v
a
-

4
）

b
a
n
d
h
a
,
za
g p

a
s b

cin
g
s p

a

、
漏
所
縛
）
か
ら
も
、
㈣
漏
と
の
付
隨

a
sra

v
a
n
u
b
a
n
d
h
a
,
za
g p

a
’i rjes su

’b
rel p

a

、
漏
所
隨
）
か
ら
も
、

㈤
漏
と
の
適
応
（a

sra
v
a
n
u
k
u
ly
a
,
za
g p

a
’i rjes su m

th
u
n p
a

、
漏

隨
順
）
か
ら
も
、
㈥
漏
と
の
同
類
（a

sra
v
a
n
v
a
y
a
,za

g p
a
’i rg

y
u la

s

四
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釈
文
で
あ
る
。

２
）こ
の
カ
ッ
コ
内
に
示
さ
れ
る
箇
所
相
当
の
玄

訳
が
源
信
に
よ
っ
て
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
上
述
の
と
お
り
で
あ

る
。

３
）こ
の
対
応
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
す
れ
ば
、
一
見
、「
そ
の
漏
の

本
性
」と
も
訳
せ
そ
う
で
あ
る
が
、実
際
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
複
合
語

を
そ
う
読
む
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
私
に
は
い
さ
さ
か
見
慣
れ
な
い

複
合
語
な
の
で
、あ
ま
り
自
信
は
な
い
が
、一
応「
漏
と
そ
の
本
性
」と
の

訳
語
を
与
え
て
お
い
た
。
註
釈
に
も“a

sra
v
a
n
a
m
sa
sra

v
a
tv
a
m
”

と
あ
る
の
で
、
個
々
の
漏
は
必
ず
有
漏
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
有
漏

が
漏
の
本
性
で
あ
る
と
理
解
し
た
上
で
の
訳
語
で
あ
る
。

４
）

A
S
(G
),
p
.
20,

l.
24,

A
S
(P
),
p
.
18,

l.
5

共
に
こ
の
語
が
脱
落
し
て
い

る
が
、A

S
B
h
,
P
.23,l.18

に
こ
の
語
は
あ
り
、
他
訳
も
こ
れ
を
支
持

す
る
の
で
、
こ
の
箇
所
に
は
本
来“a

sra
v
a
-b
a
n
d
h
a
to
’p
i”

が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
か
く
補
っ
て
訳
し
た
。

５
）「
眼
な
ど
」
と
い
う
表

現
で
「
な
ど
」
に
含
ま
れ
て
略
さ
れ
て
い
る
の
が
「
身
」
ま
で
の
五
根

か
「
意
」
ま
で
の
六
根
か
は
大
き
な
違
い
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
余
り

確
信
も
持
て
ぬ
ま
ま
、
後
者
と
考
え
て
「
六
根
」
を
補
っ
て
お
い
た
。

６
）こ
の
箇
所
に
当
るA

S
B
h
,
p
.
23,

l.
17

に
は“a

sra
v
a

﹇a
sra

y
a

﹈

tv
a
c ca

”

と
あ
る
が
、
そ
の
校
訂
者
が
脚
註
に
示
し
て
い
る
ご
と
く
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
に
従
え
ば“a

sra
y
a
tv
a
c ca

”

と
読
み
う
る
も
、『
雑
集

索
』で
は
、
そ
の
読
み
は
採
用
さ
れ
ず
、
そ
の
一
八
〇
頁
で
も“a

sra
v
a
-

a
sra

y
a
tv
a
”

と
し
て
項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。
私
はa

sra
y
a

が

a
sra

v
a

と
誤
記
さ
れ
た
だ
け
と
見
做
し
、“a

sra
y
a
tv
a
c ca

”

の
方
を

採
っ
て
訳
し
た
。
こ
こ
で
は
、
眼
な
ど
が
所
依
で
あ
る
こ
と
が
指
示
し

え
れ
ば
よ
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

７
）『
雑
集
索
』、
一
一
頁
に

示
さ
れ
たA

S
B
h
,
p
.
23,

l.
19

に
対
す
る
訂
正
に
従
う
。

８
）

参
照
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

11
）こ
の
場
合
の
「
三
界
」
と
は
意
界

と
法
界
と
意
識
界
で
あ
り
、「
二
処
」と
は
意
処
と
法
処
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
「
一
部
分
」
と
は
、
今
の
場
合
「
有
漏
」

だ
け
を
指
す
わ
け
で
あ
る
か
ら
、「
無
漏
」
と
し
て
道
諦
の
聖
人
と
「
無

為
」
と
を
除
外
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

解
説本

頌
第
四
頌
は
、
法
の
体
系
の
総
論
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま

ず
、
一
切
法
を
有
漏
と
無
漏
と
に
分
け
た
上
で
、
有
漏
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
こ
の
本
頌
を
基
に
、
源
信
は
、『

伽
論
』『
雑
集
論
』『
顕
揚
聖

教
論
』
と
い
う
、
全
て
唯
識
法
相
の
論
典
に
依
っ
て
、
大
乗
仏
教
の
有

漏
に
対
す
る
見
解
を
代
表
せ
し
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
仏
教
思
想
史
展

開
の
、
あ
る
意
味
で
い
え
ば
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。
本
頌
第
五
、
六

頌
は
、
第
四
頌
の
有
漏
に
対
し
、
無
漏
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
有
漏
と
無
漏
と
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
解
説
す

る
必
要
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
項
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
二
〇
〇
二
年
七
月
八
日
）

別
な
地
に
属
す
る
も
の
（a

n
y
a
-b
h
u
m
ik
a
,
sa p

a g
zh
a
n

）
も
別
な
地

に
属
す
る
漏
の
粗
悪
源
（a

sra
v
a
-d
a
u
sth
u
ly
a
,
za
g p

a
’i g

n
a
s n
g
a
n

 
len

、
漏

重
）
に
隨
行
し
て
い
る
（

7
）

a
n
u
g
a
ta
tv
a
,ld
a
n p
a

、
所
隨
逐
）

か
ら
で
あ
る
。
㈤
「
漏
と
の
適
応
か
ら
」
と
は
、
順
決
択
分
の
も
の

8
）

n
irv
ed
h
a
-b
h
a
g
ıy
a
,
n
g
es p

a
r
’b
y
ed p

a
’i ch

a d
a
n
g m

th
u
n p

a

）

は
、
た
と
え
煩
悩
の
粗
悪
源
に
隨
行
し
て
い
る
と
し
て
も
、
無
漏
た
る

も
の
（a

n
a
sra

v
a
tv
a
,
za
g p

a m
ed p

a n
y
id

、
無
漏
性
）
を
確
立
す

る
（v

y
a
v
a
sth
a
p
a
n
a
,
rn
a
m
 
p
a
r g

zh
a
g p

a

）
た
め
に
、
全
て
の
生

存
（sa

rv
a
-b
h
a
v
a
,
srid

 
p
a
 
th
a
m
s
 
ca
d

、
一
切
有
）
に
抵
抗
す
る

v
a
im
u
k
h
y
a
,
rg
y
a
b k

y
is b

lta
s p

a
）
も
の
と
し
て
、
そ
れ
を
対
治

す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。㈥「
漏
と
同
類
か
ら
」と
は
、阿
羅
漢（a

rh
a
t,

d
g
ra
 
b
co
m
 
p
a

）
の
蘊
（sk

a
n
d
h
a
,
p
h
u
n
g
 
p
o

）
は
先
の
生
存
に
か

か
わ
る
（p

a
u
rv
a
j

9
）

a
n
m
ik
a
,
tsh
e ra

b
s sn

g
a m

a

、
前
生
）
煩
悩
よ
り

生
じ
た
も
の
（sa

m
b
h
u
ta
tv
a
,b
y
u
n
g b
a

、
所
起
）
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
有
漏
」と
は
五
蘊
で
あ
る
。「
十
五
界
」と
は
最
後
の
三
つ
を
除
い
て
で

あ
る
。「
十
処
」
と
は
最
後
の
二
つ
を
除
い
て
で

10
）

あ
る
。「
三
界
お
よ
び

二
処
中
の
一
部
分
」
と
は
付
属
物
を
伴
っ
た（sa

p
a
riv
a
ra
,’k
h
o
r d
a
n
g

 
b
ca
s
 
p
a

）
聖
人
の
道
（a

ry
a
-m
a
rg
a
,
’p
h
a
g
s
 
p
a
’i la

m

）
と
無
為

a
sa
m
sk
rta
,
’d
u
s m

a b
y
a
s

）
と
を
除
い
て
で

11
）

あ
る
。

訳
註

１
）こ
こ
で
は
、『
雑
集
論
』
の
記
述
形
態
に
合
わ
せ
てA

S
(G
)

とA
S
B
h

と
よ
り
の
訳
を
提
示
す
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
よ
り
こ
れ
以
下
に

示
さ
れ
るA

S
B
h

の
記
号
挿
入
の
箇
所
ま
で
は
、
本
文
、
そ
れ
以
下
が
註

A
S
B
h
,
p
.
23,

l.
20

に“n
irv
ed
y
a
”

と
あ
る
の
は“n

irv
ed
h
a
”

の
単

純
な
誤
植
で
あ
ろ
う
か
ら
、『
雑
集
索
』、
一
一
頁
の
写
本
に
基
づ
い
た

訂
正
に
従
う
。

９
）

A
K
B
h
,
p
.
24,

l.
1

に“p
a
u
rv
a
ja
n
m
ik
a
”

と
あ
る
の
を

“p
a
u
rv
a
ja
n
m
ik
a
”

に
訂
正
し
た
の
も
、『
雑
集
索
』、

一
一
頁
の
そ
れ
に
従
う
。

10
）以
上
の
「
十
五
界
」
と
「
十
界
」
の

説
明
に
お
い
て
、「
最
後
の
三
つ
」
と
は
、
十
八
界
中
の
意
界
（m

a
n
o
-

d
h
a
tu

）
と
法
界
（d

h
a
rm
a
-d
h
a
tu

）
と
意
識
界
（m

a
n
o
-v
ijn
a
n
a
-

d
h
a
tu

）
と
で
、
こ
の
三
界
を
除
い
た
も
の
が
こ
こ
で
の
「
十
五
界
」
の

意
味
で
あ
り
、「
最
後
の
二
つ
」
と
は
、
十
二
処
中
の
意
処
（m
a
n
a
-

a
y
a
ta
n
a

）
と
法
処
（d

h
a
rm
a
y
a
ta
n
a

）
と
で
、
こ
の
二
処
を
除
い
た

も
の
が
こ
こ
で
の
「
十
処
」
の
意
味
で
あ
る
。
か
か
る
「
十
五
界
」
と

「
十
処
」
と
を
全
て
「
有
漏
」
と
す
る
こ
と
に
は
、
唯
識
説
に
お
い
て
も

問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
直
前
の
『
雑
集
論
』
引

用
の
訓
読
書
き
下
し
の
註
６
に
触
れ
た
霊

の
疏
に
よ
っ
て
「
隨
転
理

門
」
に
よ
る
場
合
と
「
真
実
理
門
」
に
よ
る
場
合
と
の
違
い
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
も
分
か
る
。「
十
五
界
」
と
「
十
処
」
と
を
全
て
「
有

漏
」
と
す
る
の
は
、
単
純
に
考
え
れ
ば
、
物
体
的
な
も
の
、
肉
体
的
な

も
の
を
マ
イ
ナ
ス
に
据
え
る
唯
識
説
の
特
徴
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
問
題
は
、
次
の
項
で
「
無
漏
」
が
主
題
と
な
っ
た
段
階
で
、

「
有
漏
」
と
「
無
漏
」
と
の
対
比
に
お
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
。
な
お
、
常
盤
大
定
・
結
城
令
聞
共
訳
の
『
雑
集
論
』、
国
訳
一

切
経
、

伽
部
十
、
五
八
頁
、
脚
註
17
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
、『
成

唯
識
論
』
巻
十
（
大
正
蔵
、
三
一
巻
、
五
七
頁
上
｜
中
）、『
唯
識
論
同

学
鈔
』
第
十
巻
第
四
（
第
三
と
あ
る
は
誤
り
か
）
の
「
法
界
色
摂
」
の

四
四

源
信
思
想
研
究
（
袴
谷
）

四
三

源
信
思
想
研
究
（
袴
谷
）


